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市
長
、
副
市
長
、
教
育
長
と
各
部
長
が
、
市
内
35
地
区
全
て

の
公
民
館
に
出
向
き
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
直
接
意
見
交
換
を
行

い
ま
す
。
主
に
次
の
３
つ
の
形
式
が
あ
り
ま
す
。

▼
地
区
ト
ー
ク
：
市
内
35
の
自
治
会
で
開
催

▼
障
が
い
者
ト
ー
ク
：
障
が
い
者
や
そ
の
家
族
を
対
象

▼
全
体
ト
ー
ク
：
地
区
ト
ー
ク
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
人
や
、

市
全
体
に
つ
い
て
意
見
が
あ
る
人
な
ど
を
対
象

※

こ
の
他
、
春
日
市
六
中
・
生
徒
会
サ
ミ
ッ
ト
で
中
学
生
と
の

出
前
ト
ー
ク
を
実
施
す
る
な
ど
、
若
い
世
代
の
意
見
も
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

①
市
職
員
が
個
別
の
施
策
に
つ
い
て
説
明

　　
自
治
会
が
希
望
す
る
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
市
職
員
が
現
状
や

課
題
、
対
策
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

　
今
年
度
、特
に
希
望
の
多
か
っ
た
テ
ー
マ
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
将
来
を
見
据
え
た
春
日
市
の
高
齢
者
福
祉
施
策
に
つ
い
て

▼
分
か
れ
ば
防
げ
る
！
防
犯
講
座

▼
こ
れ
か
ら
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

②
市
長
に
よ
る
市
政
の

　最
新
情
報
な
ど
の
説
明

　　
井
上
市
長
が
直
接
、
今
年
度

の
市
政
の
状
況
や
主
要
な
事
業

に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

▼
超
高
齢
社
会
へ
と
突
入
し
た
市
の
現
状
と
、
そ
の
対
策
と
し

て
健
康
寿
命
を
伸
ば
す
た
め
の
施
策

▼
子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
の
た
め
の
保
育
所
の
整
備

▼
地
域
教
育
課
の
新
設
に
よ
る
学
校
教
育
と
社
会
教
育
の
横
断

的
・
総
合
的
な
推
進

▼
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
な
ど
、
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
へ

の
取
り
組
み

▼
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
公
認
チ
ー
ム
キ
ャ
ン
プ
地
と

し
て
内
定
し
た
こ
と
の
報
告
と
今
後
の
取
り
組
み

出
前
ト
ー
ク
「
市
長
と
語
る
」
平
成
30
年
度
報
告

　市
民
の
生
の
声
を
聴
く
た
め
に
実
施
し
て
い
る
出
前
ト
ー
ク
「
市
長
と
語
る
」。
平
成
13
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
取
り
組
み
も
、
18
年
目
が

終
了
し
ま
し
た
。
今
年
度
の
主
な
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

地
域
に
直
接
出
向
く
「
出
前
ト
ー
ク
」

出
前
ト
ー
ク
の
様
子

アンケート結果

　
今
年
度
の
出
前
ト
ー
ク
も
、
自
治
会
を

は
じ
め
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力

い
た
だ
き
、
全
日
程
を
終
え
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
18
年
間
の
通
算
開
催
回
数

は
、
６
６
３
回
に
達
し
、
参
加
者
は
２
万

２
３
５
６
人
、
い
た
だ
い
た
意
見
の
数
は

８
４
６
９
件
に
な
り
ま
し
た
。

　
幅
広
い
世
代
の
参
加
者
か
ら
は
、
多
く
の
意
見
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
も
っ
と
地
域
に
参
画
し
た
い
と
い
う
う
れ

し
い
意
見
や
、
時
に
行
政
に
対
す
る
厳
し
い
指
摘
を
い
た

だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
意
見
全
て
が
、
春

日
市
の
財
産
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
春
日
市
は
、
市
民
と
行
政
に
よ
る
「
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
」
を
目
指
し
、
こ
の
出
前
ト
ー
ク
を
柱
と
し
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
機
会
を
通
じ
皆
さ
ん
の
声
に
耳
を
傾
け
て
い
ま

す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 問い合わせ先　

秘書広報課広報広聴担当
☎（５８４）１１１１㈹
F（５８４）１１４５

出前トーク
を終えて

反映
されている

38.7％

わからない
16.3％

反映
されて
いない
2.0％

ある程度反映
されている

43.0％

18回以上
6.6％

11～17回
17.7％

4～10回
35.0％

2～3回
19.9％

初めて
20.8％

不明
0.4％

70歳～
53.5％

60～69歳
21.3％

50～59歳
7.3％

10～29歳
7.9％

30～39歳
1.8％

40～49歳
7.8％

参加回数 参加者の年齢層 意見の市政への反映度

③
市
民
と
の
意
見
交
換

　
参
加
者
か
ら
、
自
由
に
質
問
や
意
見
を
出
し
て
も
ら
い
、
市

長
や
担
当
部
長
ら
が
説
明
を
行
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
次
の
よ
う
な
意
見
を
は
じ
め
、
４
４
１
件
の
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

▼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
ル
ー
ト
変
更
・
増
設
に
つ
い
て

▼
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
利
用
料
に
つ
い
て

▼
災
害
対
策
や
防
犯
対
策
な
ど
、
安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て

意
見
交
換
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す

Ｑ
　
保
育
士
不
足
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
市
内
保
育
所
の

保
育
士
の
現
状
を
教
え
て
も
ら
い
た
い
。

Ａ
　
保
育
士
不
足
は
全
国
的
な
傾
向
で
す
が
、
市
内
保
育
所
で

も
不
足
し
て
い
ま
す
。
入
所
の
定
員
を
増
や
し
て
も
保
育
士

が
足
り
ず
、
定
員
ま
で
受
け
入
れ
で
き
な
い
事
例
も
あ
り
ま

す
。
市
と
し
て
も
、
合
同
就
職
説
明
会
を
年
２
回
開
催
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
事
前
に
大
学
な
ど
を
訪
問
し
、
学
生
の
参

加
を
依
頼
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
西
鉄
春
日
原
駅
前
の
整
備
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
教
え
て

も
ら
い
た
い
。

Ａ
　
線
路
を
高
架
に
す
る
「
西
鉄
天
神
大
牟
田
線
連
続
立
体
交

差
事
業
」
は
、
県
の
事
業
で
あ
り
、
２
０
２
１
年
３
月
頃
の

高
架
切
り
替
え
後
、
新
駅
舎
を
建
設
し
、
２
０
２
２
年
３
月

末
に
事
業
が
完
了
す
る
予
定
で
す
。

　
　
市
が
実
施
し
て
い
る
「
西
鉄
春
日
原
駅
周
辺
整
備
事
業
」

に
つ
い
て
は
、
２
０
２
３
年
３
月
末
ま
で
に
駅
周
辺
道
路
と

駅
前
広
場
の
整
備
が
完
了
す
る
予
定
で
す
。

※

各
地
区
の
意
見
交
換
の
内
容
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

※

出
前
ト
ー
ク
の
内
容
を
ま
と
め
、
最
新
の
状
況
を
反
映
し
た

「
平
成
30
年
度
出
前
ト
ー
ク
年
度
末
報
告
書
」
は
、
３
月
末

頃
か
ら
、
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
（
市
役
所
１
階
）
や
市
民
図

書
館
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

井
上
　澄
和

春
日
市
長

い
の  

う
え

い
の 

う
え

す
み 

か
ず
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問い合わせ先  筑紫税務署
☎️（923）1400
※自動音声案内が流れたら「０」番を押してください（3月15
　日まで、確定申告テレホンセンターが開設されます）。

開催します
平成30年分確定申告相談会

　平成30年分の確定申告相談会を下表のとおり行いま
す。
　確定申告書は、国税庁ウェブサイトの「確定申告書等
作成コーナー」を利用すると、簡単に作成することがで
きます。
　完成した申告書は、印刷して郵送するかe

イータックス

-Taxを利用
して提出してください。
確定申告が必要な人　次のいずれかに該当する人

▽給与の年収が2,000万円を超える人や、給与所得、
退職所得以外の各種所得金額の合計金額が20万円
を超える人など

▽公的年金などに係る雑所得のみの人で、雑所得金額
から所得控除額を差し引いた結果、残額がある人（た
だし、公的年金などの収入金額が400万円以下で、
かつ、その公的年金などの全部が源泉徴収の対象と
なる場合において、公的年金などに係る雑所得以外
の各種の所得金額が20万円以下である場合には、
確定申告は不要）

▽所得金額の合計額が基礎控除、配偶者控除、扶養
控除などの所得控除の合計を超える人で、配当控除
前の所得税の額が配当控除額を超える人

持ってくるもの

▽申告に必要な課税資料

▽前年中の確定申告書の控え（持っている人のみ）　
▽「確定申告のお知らせ」はがき（事前に税務署からはが

きが届いた人のみ）

受付期間・時間
（土・日曜日、祝日は除く） 場所 対象 注意事項

2月18日㈪～3月15日㈮
午前9時～午後4時

イオンモール筑紫野
3階イオンホール

（筑紫野市立明寺434-1）
全ての人

▷この期間は、税務署での確定申
告を行っていません。

▷イオンモール筑紫野への問い合
わせはしないでください。

2月18日㈪～28日㈭

▽午前9時30分～11時

▽午後1時15分～4時
※混み具合によっては、受付時

間中であっても受付を終了す
る場合がありますので、あら
かじめご了承ください。

市役所2階
大会議室

申告者本人が来庁し次の全て
に該当する人
①65歳以上の人または障害者

手帳を所有している人で、
イオンモール会場へ行くこ
とが困難な人

②収入が給与、年金のみの人

左記の対象者以外は、イオンモー
ル筑紫野で申告してください。来
庁しても申告相談の受け付けがで
きません。

※いずれの会場も、受付期間の開始直後および終了間近は、大変混み合います。

問い合わせ先  
▷e-Tax・作成コーナーヘルプデスク
☎️ 0570（01）5901
▷マイナンバー総合フリーダイヤル
　 0120（95）0178
▷市民課受付戸籍担当
☎️（584）1111㈹

確定申告にe
イ ー タ ッ ク ス

-Taxを利用する人
早目に電子証明書の取得をしてください

　確定申告でｅ-Ｔａｘ（国税電子申告・納税システム）を利
用する場合は、電子証明書が搭載されたマイナンバー

カードが必要です。
　住民基本台帳カードに搭載されている電子証明書は
有効期間満了となっているため、使用することができま
せん（カード表面に記載された有効期限とは異なりま
す）。
　電子証明書が必要な場合は、マイナンバーカードを取
得してください。申請から交付までは１カ月程度かかり
ますので、確定申告で電子証明書を利用する場合は、早
めに手続をしてください。
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問い合わせ先  税務課市民税担当
☎️（584）1111㈹　F（584）1141

3月15日までにお忘れなく
市県民税の申告

　市県民税の申告が必要な人は、必ず期限内に申告し
てください。
　なお、前年の申告者などを対象に、２月８日㈮に申告
書を発送します。
市県民税の申告が必要な人　平成31年１月１日現在、

市内に住所があり、次のいずれかに該当する人

▽所得税の確定申告が不要な人で、給与所得や公的年
金所得以外の所得がある人

▽前年中の収入がない人で、国民健康保険、後期高
齢者医療保険制度の加入者とその世帯主

市県民税の申告が不要な人　次のいずれかに該当する人

▽所得税の確定申告をする人

▽給与所得以外に所得がなく、勤務先から給与支払報
告書が市に提出されている人（提出状況が不明な場
合は、勤務先に確認すること）

▽公的年金所得のみで控除の追加がない人

▽公的年金所得のみで、年金収入の合計金額が次の
基準以下（非課税）の人

　 ・ 昭和29年1月1日以前生まれの人：151万5,000円
　 ・ 昭和29年1月2日以降生まれの人：１０1万5,000円
※控除の追加をしても、市・県民税の減額や還付はあ

りません。
申告期間　２月18日㈪〜３月15日㈮（平日のみ）
時間　午前９時30分〜11時、午後１時15分〜４時
※時間外の受け付けは行いません。また、混み具合に

よっては、時間中であっても受け付けを終了する場
合がありますので、あらかじめご了承ください。

場所　市役所大会議室（市役所２階）
※郵送でも申告できます。
※申告書・申告の手引きは税務課（市役所１階）、西出

張所（いきいきプラザ内）に置いています。
※申告書の記入方法や必要書類など詳しくは、申告の

手引きを見てください。
※申告書の記載方法について、西出張所では答えるこ

とができません。
※申告には、申告者本人や扶養親族などのマイナンバ

ーの記載と、申告者本人の本人確認書類の提示また
は添付が必要です。会場で申告する場合は、必要な
書類を持って来てください。

利用してください
市融資制度・信用保証料補助制度

申込・問い合わせ先  
▷市融資制度について：市商工会
☎️（581）1407　F（575）0702
▷保証料補助制度について：地域づくり課商工農政担当
☎️（584）1111㈹　F（584）1153

○市融資制度
　　市内の中小企業者やこれから創業する人のための

融資制度です。
　 ▽市中小企業事業資金融資制度
　　対象　市内に住所か主たる事業所があり、市税に

滞納がない人
　　融資限度額　1,000万円
　　利率　年1.40％（利率は毎年変更）
　　融資期間　５年以内（融資額が500万円以上の場

合は７年以内）
　 ▽市中小企業創業融資制度
　　対象　特定創業支援事業を受け、市税に滞納がな

い人（事業期間に制限あり）

　　融資限度額　1,500万円
　　利率　年1.20％（利率は毎年変更）
　　融資期間　７年以内（融資額が1,000万円以上の

場合は10年以内）
○保証料補助制度
　　市融資制度を利用した際に保証協会に支払った保

証料は、借り入れた事業資金を完済後申請すること
で、市から補助が受けられます。

　 ▽市中小企業融資金保証料補助制度
　　対象　次の全ての条件を満たす人
　　 ・ 市融資制度を利用し、完済した人
　　 ・借入日から全額返済した日までの間、市内に住

所か主たる事業所があり、継続して事業を営ん
でいた人

　　補助額　信用保証料として保証協会に支払った額
　　　（還付金額は控除）
　　申請期間　事業資金を全額完済した日の翌日から

１年以内
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問い合わせ先  環境課ごみ減量担当
☎️（584）1111㈹　F（584）1147

ルールに従い計画的に処分しましょう
引っ越しごみの出し方

　引越しなどで多量のごみが出る場合は、ルールに従
って計画的に処分しましょう。
○粗大ごみ（要予約）
　　１回につき３品まで出すことができます。
　※毎月20日（土・日曜日、祝休日の場合は前営業日）

の午後４時までに、地区の担当収集業者に電話し
て予約してください。

　※担当収集業者は、「市家庭ごみの正しい出し方」や、
市ウェブサイトで確認してください。

○臨時収集
　　多量のごみの運搬を、地区の担当収集業者に依頼

することができます。
　※通常のごみ出しと同じように指定袋や粗大ごみシ

ールを使って出してください。また、臨時の収集
運搬料金が別途必要です。

○自己搬入
　　「燃えるごみ｣と｢燃えないごみ｣を、それぞれの処

理場に自分の車両で搬入することができます。

　※手数料は10kgごとに１４０円です。
　 ▽燃えるごみ（要予約）
　　予約・持込日時　月〜土曜日
　　　午前８時30分〜午後４時
　　予約先　自己搬入ごみ事前受付センター
　　☎（４３３）８２３４
　　持込先　クリーン・エネ・パーク南部（下白水１０４-５）
　 ▽燃えないごみ（予約不要）
　　持込日時　月〜金曜日（祝休日を除く）、第３日曜日
　　　午前８時30分〜11時30分、午後１時〜４時
　　持込先　春日大野城リサイクルプラザ（春日公園６-２）
○古紙や古布などの資源物回収
　　地域の集団回収や古紙等回収倉庫で回収していま

す。回収日時などは、各地区の公民館へ問い合わせ
てください。

○市で処理できないもの
　　家電リサイクル法の対象品（エアコン、テレビ、冷

蔵庫・冷凍庫、洗濯機・衣類乾燥機）や消火器など、
市で処理できないものがあります。

　　詳しくは、環境課に問い合わせてください。

問い合わせ先  南福岡年金事務所
☎️（552）6128　F（541）7649

支払い方法が選べます
国民年金保険料

　国民年金保険料の支払い方法を口座振替やクレジッ
トカード納付にすると、金融機関などへ行く手間が掛か
らず、納め忘れを防ぐことができます。
　また、一定期間の保険料をまとめて支払う前納制度
は、割引があります。前納制度には、「１カ月（当月末
振替）」、「６カ月」、「１年」、「２年」があります。

前納の手続き方法

▽口座振替　２月28日㈭までに、預貯金口座を持って
いる金融機関か、年金事務所で手続きする

▽クレジットカード納付　２月28日㈭までに、近くの年
金事務所で手続きする

▽現金納付（２年前納の場合）　事前に近くの年金事務
所へ申請書を提出し、送付された納付書で指定され
た期日までに納付する

支払い方法別の保険料（平成30年度）
○毎月払い（翌月末が納期限）
　１万６,３４０円
○１カ月前納（口座振替のみ、当月分をその月の末日振

替）
　１万６,２９０円（50円の割引）
○６カ月前納

　 ▽口座振替　９万６,９３０円（１,１１０円の割引）

　 ▽現金納付、クレジットカード納付
　　９万７,２４０円（８００円の割引）
○１年前納

　 ▽口座振替　19万１,９７０円（４,１１０円の割引）　
　 ▽現金納付、クレジットカード納付
　　19万２,６００円（３,４８０円の割引）
○２年前納

　 ▽口座振替　37万７,３５０円（１万５,６５０円の割引）
　 ▽現金納付、クレジットカード納付
　　37万８,５８０円（１万４,４２０円の割引）
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応募・問い合わせ先  
地域づくり課商工農政担当（〒816-8501春日市役所）
☎️（584）1111㈹　F（584）1153

利用しませんか
市民農園

利用期間　４月１日〜2020年３月31日（最長５年間利用
可）

募集農園および空き区画数　右表のとおり
区画面積　約30平方メートル
利用料　年間5,000円
応募方法　２月15日㈮（必着）までに、往復はがきの往

信裏面に希望農園名（第２希望まで選択可）、住所、
氏名、日中の連絡先を書いて送る

※１世帯１通の応募に限ります。複数の応募や、すでに
市民農園を利用している世帯（３月末で契約終了の世
帯は除く）の応募は無効です。

※返信はがきには何も書かないでください。
※郵便料金（往復はがき124円）の不足や記入に不備が

あった場合は、無効になる場合があります。
※紙やシールの貼付、修正液の使用はしないでください。
農園利用までの流れ　

▽２月下旬頃、当落結果を通知します。
　※落選した人は、名簿に１年間登録され、空きが出

た場合に連絡します。

▽当選した人の手続き
　①決定通知に示された受付期間内に地域づくり課に

行く

　②当選した農園の、利用区画を決めるくじを引く
　③市民農園利用契約を結び、４月１日から市民農園

の利用を開始する

市民農園一覧
農園名 農園所在地 募集区画

若葉台西 若葉台西７-26 7

春日１ 春日１-６ 2

春日７ 春日７-17 1

惣利５ 惣利５-22 2

小倉 小倉３-65-1 4

須玖南４ 須玖南4-103 なし

須玖南６ 須玖南６-119 9

昇町 昇町２-94 7

白水ヶ丘４ 白水ヶ丘４-106 4

白水ヶ丘６ 白水ヶ丘６-２ 15

下白水南 下白水南５-76 6

天神山 天神山１-28 3

上白水３ 上白水３-３ 1

上白水１０ 上白水10-６ 6

※空き区画数は変更になる場合があります。

問い合わせ先  納税課納税推進担当
☎️（584）1111㈹　F（584）1141

筑紫地区合同
公売会を開催します

　筑紫地区の各市で、市税の滞納処分により差し押さえ
た財産を公売します。事前申し込みは必要ありません。
　下見の後に入札を行い、落札後に代金を支払うと物
品を持ち帰ることができます。

日時　２月９日㈯
　午後1時〜

場所　総合スポーツセンターサブアリーナ
出品予定品　日用品、贈答品、家電品など約300点
持ってくるもの　上履き、購入代金、身分証明書（運転

免許証など）、印鑑、委任状（代理人が入札・落札する
場合）

※物品は全て中古品扱いとなり、保証はありません。
※落札者は辞退できません。必ず買い取ってください。
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問い合わせ先  高齢課高齢者支援担当
☎️（584）1111㈹　F（584）3090

自主返納に関すること  春日警察署（免許担当窓口）
☎️（580）0110㈹

返納から6カ月以内に申請を忘れずに
高齢者運転免許証自主返納支援事業

　加齢により運転に不安が出てきたときなど、運転免
許証を自主返納した70歳以上の人に、一定の支援をし
ます。

対象　次の全ての条件を満たす人

▽有効期間内の全ての運転免許証を自主的に返納した
人

▽自主返納日において、70歳以上の人

▽自主返納日および支援の申請日において、市の住民
基本台帳に記録されている人

▽自主返納日から６カ月以内の人
※更新期限が過ぎて運転免許証を失効した人や、暴力

団関係者などは対象外です。
申請方法　次の書類を高齢課窓口（市役所１階）に提出

する（郵送不可）

▽申請書（窓口に設置）

▽申請による運転免許の取消通知書（原本）
　※運転免許証を自主返納したときに、公安委員会か

ら発行される文書です。再発行はできません。

▽身分証明書（原本）
　※取り消された運転免許証（返納時に希望者に交付）、

運転経歴証明書、マイナンバー（個人番号）カード、
健康保険証、介護保険証などいずれか１種類

▽印鑑（認印可）
　※本人が窓口に来られない場合は、専用の委任状（任

意様式不可）と窓口に来る人の身分証明書と印鑑
（認印可）が必要です。事前に相談してください。

支援内容（１人１回限り）　ニモカ（交通系ＩＣカード乗車
券）5,000円分を交付

※利用可能額4,500円＋デポジット（預り金）500円です。
コミュニティバスやよい、西鉄バス・電車、ＪＲなど
で使えます。既に持っているニモカへのチャージは
行いません。

○運転免許証を自主返納するには
　　申請は、必ず本人が窓口で行ってください。
　　手数料は無料です。
　申請場所　春日警察署など
　受付時間　午前９時〜午後４時（土・日曜日、祝日、

年末年始を除く）
　持ってくるもの　申請書（受付に設置）、運転免許証

問い合わせ先  
▷市の選挙に関すること：市選挙管理委員会
☎️（584）1111㈹　F（584）1142
▷県の選挙に関すること：県選挙管理委員会
☎️（643）3077　F（643）3078

立候補予定者説明会を行います
市長・市議会議員選挙、県知事・県議会議員選挙

　４月に行われる春日市長、市議会議員、福岡県知事、
県議会議員の各選挙の立候補予定者説明会を行いま
す。
　説明会当日に関係書類を配布しますので、立候補を
予定している人は必ず参加してください。
　なお、出席は代理人でも構いませんが、１候補者に
つき２人以内でお願いします。

説明会日程
○市長、市議会議員選挙
　日時　３月２日㈯
　　午後１時30分〜３時30分
　場所　市役所４階４０４〜４０６会議室
　※当日は出席者本人の印鑑を持参してください。
○県知事選挙
　日時　３月５日㈫
　　午後１時30分〜
　場所　県庁地下２号会議室（福岡市博多区東公園７-７）
○県議会議員選挙
　日時　３月１日㈮
　　午後１時30分〜
　場所　県庁３階講堂
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介護相談員（嘱託職員）

少人数学級編制対応講師（嘱託職員）

学校司書（嘱託職員）

業務内容　介護保険に関する相談（資格、保険料、認定
申請、サービス利用に関することなど）および窓口受
付業務

対象　行政機関において窓口受付業務の経験があり、
パソコン（ワード・エクセル）の操作ができる人

任用期間　４月１日〜２０２０年３月31日
勤務日数　週５日（月〜金曜日）
勤務時間　午前８時45分〜午後５時（途中45分の休憩

あり）
勤務場所　高齢課（市役所１階）

　応募者の中から選考し、２０２０年３月31日まで登録を
行います。
　任用は、登録者の中から必要に応じて行います。

業務内容　６年生のクラスで30人以下の学級編制を行
っている小学校の授業補助

対象　小学校教員免許を有する人
任用期間　４月８日〜２０２０年３月31日
勤務日数　原則として週５日（月〜金曜日）
勤務時間　午前８時15分〜午後４時45分（途中60分の

休憩あり）
勤務場所　市内小学校

業務内容　市立中学校などでの学校図書館業務
対象　司書資格を有する人（３月31日までに資格取得

見込みの人を含む）
※司書教諭資格のみの場合は対象になりません。
任用期間　４月１日〜2020年３月31日（８月の任用なし。

ただし夏季休業終了後、学校が指定する日に勤務する
場合あり）

勤務日数　週３日
勤務時間　午前10時〜午後４時（途中60分の休憩あ

り）
※月４回程度、午前11時〜午後５時の勤務となる場合が

あります。

報酬　月額17万6,500円程度（有給休暇・社会保険・交
通費制度あり、賞与なし）

募集人員　１人
選考方法　１次：書類選考、２次：面接（日程は後日連絡）
応募方法　２月15日㈮（必着）までに、履歴書を提出する
（郵送可）

応募・問い合わせ先　高齢課介護保険担当（〒816 ８ー５
　０１春日市役所）
☎（５８４）１１１１㈹
F（５８４）3090

報酬　月額19万6,000円程度（有給休暇・社会保険・交
通費制度あり、賞与なし）

※４月は日割計算になります。
募集人員　若干名
選考方法　書類審査、面接（日程は後日連絡）
応募方法　２月15日㈮（必着）までに、履歴書（Ａ４版市

販様式）と小学校教員免許（平成31年４月１日以降有
効なもの）の写しを提出する（郵送可）

応募・問い合わせ先　学校教育課学校教育担当（〒816
８ー５０１春日市役所）

☎（５８４）１１29
F（５８４）1153

報酬　月額６万7,000円程度（有給休暇・交通費制度あ
り、社会保険・賞与なし）

募集人員　１人
選考方法　書類審査、面接（２月21日㈭を予定）
応募方法　２月15日㈮（必着）までに、履歴書（Ａ４版市

販様式）、資格証の写しまたは単位修得証明書を提出
する（郵送可）

応募・問い合わせ先　地域教育課社会教育・読書推進担
当（〒816ｰ083１大谷６ー 24　ふれあい文化センター
内）

☎（５75）4121
F（５93）7380

市嘱託職員を募集します
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　こ
れ
か
ら
話
す
こ
と
は
私
が
小
学
三
年
生
の

頃
の
出
来
事
で
あ
る
。
当
時
私
は
全
ク
ラ
ス
メ

イ
ト
十
二
名
と
い
う
小
さ
な
ク
ラ
ス
で
学
校
生

活
を
送
っ
て
い
た
。
女
子
は
私
も
入
れ
て
七
名
。

楽
し
い
生
活
を
送
っ
て
い
た
。
し
か
し
三
年
生

に
あ
が
っ
た
こ
ろ
、
私
は
ク
ラ
ス
の
雰
囲
気
が
、

ど
こ
か
お
か
し
い
と
思
い
始
め
た
。
そ
れ
は
何

か
と
い
う
と
、「
い
じ
め
」
だ
。
当
時
私
と
仲
が

良
か
っ
た
Ｙ
子
ち
ゃ
ん
が
他
の
女
子
五
名
に
仲

間
は
ず
れ
に
さ
れ
て
い
る
と
私
は
気
づ
い
た
。

　初
め
は
、
私
が
「
一
緒
に
仲
間
に
入
れ
て
。」

な
ど
声
を
か
け
て
Ｙ
子
ち
ゃ
ん
と
み
ん
な
（
女

子
）
が
楽
し
く
遊
べ
る
よ
う
頑
張
っ
た
。
が
、

そ
ん
な
私
の
頑
張
り
や
思
い
を
、
壊
す
出
来
事

が
お
き
た
の
だ
。
学
校
に
登
校
し
て
、
く
つ
箱

に
行
こ
う
と
し
た
ら
、Ｙ
子
ち
ゃ
ん
が
何
か
探
し

て
い
る
様
子
だ
っ
た
。
私
が
何
を
探
し
て
い
る

の
か
聞
い
て
み
る
と
、「
私
の
う
わ
ぐ
つ
が
な

い
。」
と
の
事
だ
っ
た
。
も
う
朝
の
会
が
始
ま
る

時
間
だ
っ
た
の
で
、Ｙ
子
ち
ゃ
ん
の
う
わ
ぐ
つ
を

い
そ
い
で
探
し
た
。
く
つ
箱
周
辺
に
は
な
い
の

を
確
認
し
、
外
か
と
思
い
、
く
つ
箱
の
す
ぐ
近

く
に
あ
る
池
の
周
辺
を
探
し
て
い
た
。
私
は
あ

っ
さ
り
見
つ
け
た
。
そ
し
て
衝
撃
を
受
け
た
。Ｙ

子
ち
ゃ
ん
の
う
わ
ぐ
つ
は
池
に
落
ち
て
い
た
の

だ
。
私
は
池
に
落
ち
て
い
た
う
わ
ぐ
つ
を
落
ち

な
い
よ
う
気
を
つ
け
な
が
ら
取
り
、Ｙ
子
ち
ゃ
ん

に
渡
し
た
。
誰
が
し
た
の
か
、
私
も
Ｙ
子
ち
ゃ

ん
も
だ
い
た
い
見
当
は
つ
い
て
い
た
。
し
か
し
、

Ｙ
子
ち
ゃ
ん
は
、
先
生
や
み
ん
な
に
知
ら
れ
る

の
が
嫌
で
、
ぬ
れ
た
う
わ
ぐ
つ
を
は
い
て
教
室

に
入
っ
て
い
っ
た
。
私
は
ど
う
し
た
ら
良
い
の

か
分
か
ら
な
か
っ
た
。
今
ま
で
み
ん
な
で
仲
良

く
し
よ
う
と
思
っ
て
い
た
け
ど
、
こ
ん
な
こ
と

を
さ
れ
て
は
、
も
う
「
み
ん
な
で
仲
良
く
」
と

い
う
こ
と
は
無
理
な
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　そ
の
日
を
境
に
、Ｙ
子
ち
ゃ
ん
は
私
が
い
な
い

と
こ
ろ
で
、
無
視
さ
れ
た
り
、
何
か
物
が
な
く

な
っ
て
い
た
り
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
私
は
家

の
事
情
で
引
っ
越
す
こ
と
が
決
ま
っ
て
お
り
、

引
っ
越
す
前
に
こ
の
事
態
を
ど
う
に
か
改
善
し

た
い
と
思
い
、
思
い
切
っ
て
担
任
の
先
生
に
打

ち
あ
け
て
み
る
こ
と
に
し
た
。
加
え
て
、
こ
の

話
は
、お
お
や
け
に
し
な
い
こ
と
を
お
願
い
し
た
。

先
生
も
何
か
感
じ
た
ら
し
い
。私
の
話
を
真
剣
に
、

聴
い
て
く
れ
た
。

　そ
れ
か
ら
数
日
、
私
は
い
よ
い
よ
引
っ
越
す

こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
引
っ
越
す
前
の
日
。

今
で
も
あ
の
時
間
は
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

帰
り
の
会
だ
っ
た
。
い
つ
も
と
同
じ
よ
う
に
さ

よ
な
ら
を
す
る
と
思
っ
て
い
た
が
、
先
生
が
突

然
口
を
開
い
た
。「
暖
子
、
今
ま
で
お
前
が
思
っ

て
い
た
こ
と
を
全
て
話
し
な
さ
い
。」
お
ど
ろ
い

た
。
ま
さ
か
自
分
が
言
う
は
め
に
な
る
と
は…

。

し
か
し
、
こ
こ
で
言
わ
な
け
れ
ば
、
引
っ
越
し

た
後
、
後
悔
す
る
と
明
ら
か
に
感
じ
て
い
た
。

涙
が
、
涙
が
止
ま
ら
な
か
っ
た
。
緊
張
も
し
て

い
た
が
、
そ
れ
よ
り
、
ク
ラ
ス
の
み
ん
な
に
も

う
「
い
じ
め
」
な
ん
て
こ
と
を
し
て
欲
し
く
な

い
と
い
う
思
い
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
。
私
の
話

が
終
わ
っ
た
あ
と
、
先
生
が
少
し
話
を
し
て
か

ら
帰
り
の
会
が
終
わ
っ
た
。
帰
り
の
会
後
、
私

が
帰
ろ
う
と
し
て
い
た
ら
、Ｙ
子
ち
ゃ
ん
が
半
泣

き
で
「
あ
り
が
と
う
」
と
言
っ
て
く
れ
た
。

　私
の
あ
の
勇
気
を
ふ
り
し
ぼ
っ
て
話
し
た
あ

の
時
間
は
ち
ゃ
ん
と
意
味
の
あ
る
も
の
だ
っ
た

ん
だ
と
自
分
の
中
で
確
信
で
き
た
。

　あ
れ
か
ら
五
年
。
あ
の
Ｙ
子
ち
ゃ
ん
の
「
あ

り
が
と
う
」
と
い
う
言
葉
は
私
の
胸
に
生
き
つ

づ
け
て
い
る
。
あ
の
言
葉
を
自
分
の
行
い
で
汚

す
こ
と
の
な
い
よ
う
、
自
分
の
日
々
の
生
活
を

見
直
す
こ
と
が
で
き
る
。
相
手
を
不
快
に
さ
せ

る
言
葉
を
使
わ
な
い
こ
と
や
、
誰
に
で
も
平
等

に
接
す
る
こ
と
な
ど
、「
人
」
と
し
て
大
切
な
も

の
を
こ
れ
か
ら
も
大
事
に
し
て
い
き
た
い
と
思

う
し
、Ｙ
子
ち
ゃ
ん
の
よ
う
な
思
い
を
す
る
人
が

も
う
二
度
と
出
な
い
よ
う
、
私
か
ら
み
ん
な
に

「
幸
せ
」
を
届
け
て
い
き
た
い
と
思
う
。

第38回

福
岡
県
大
会

　優
秀
作
品

全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト

　福
岡
法
務
局
・
福
岡
県
人
権
擁
護
委
員
会
連
合
会
が
募
集
し
た

第
38
回
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
福
岡
県
大
会
で
、
優

秀
作
品
に
輝
い
た
市
内
中
学
生
の
作
文
（
原
文
の
ま
ま
）
を
紹
介

し
ま
す
。

「
勇
気
あ
る
行
動
」

優秀賞

春日西中学校 ２年
わ た  な べ   　 の の   こ

渡邊  暖子

　僕
も
、
僕
の
友
達
も
、
僕
の
周
り
は
異
性
に

対
し
て
関
心
や
好
感
を
抱
い
て
い
る
人
た
ち
ば

か
り
だ
。
し
か
し
、
世
の
中
に
は
、
同
性
に
対

し
て
好
感
を
抱
い
た
り
、
両
方
の
性
に
対
し
て

好
感
を
抱
い
た
り
と
い
う
よ
う
な
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
と

い
う
方
が
た
く
さ
ん
い
る
。
別
に
お
か
し
な
こ

と
で
は
な
い
の
に
、Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
方
が
傷
つ
く
よ

う
な
言
動
を
す
る
人
が
い
る
の
も
確
か
だ
。
こ

れ
は
、
本
当
に
意
味
を
考
え
た
上
で
の
言
動
な

の
だ
ろ
う
か
。

　僕
は
以
前
、Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
方
が
実
際
に
体
験
し

た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
本
を
読
ん
だ
こ
と
が

あ
る
。
そ
の
中
の
一
人
の
方
が
、
次
の
よ
う
な

こ
と
を
言
っ
て
い
た
。

　初
め
は
、
周
囲
の
「
気
持
ち
悪
い
」
な
ど
の

よ
う
な
発
言
が
、
自
分
に
向
け
ら
れ
て
い
る
気

が
し
て
と
て
も
つ
ら
か
っ
た
で
す
。

　僕
は
、
こ
の
言
葉
を
見
て
、
す
ご
く
複
雑
な

気
持
ち
に
な
っ
た
。
決
し
て
お
か
し
な
こ
と
で

は
な
い
の
に
、
そ
の
人
を
傷
つ
け
る
よ
う
な
言

動
を
す
る
人
が
い
る
。
こ
れ
は
、
周
り
の
人
が

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
て
い
な
い

か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
周
り
の

人
が
正
し
く
理
解
し
て
い
れ
ば
、Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
方

が
傷
つ
く
よ
う
な
言
動
は
な
く
な
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か…

…

。

　周
り
の
人
が
正
し
く
理
解
し
て
い
な
い
理
由

の
一
つ
に
、
学
校
で
の
授
業
が
関
係
し
て
い
る

と
思
う
。
今
の
学
校
の
保
健
体
育
や
道
徳
の
教

科
書
は
、「
異
性
へ
の
関
心
が
芽
生
え
る
」
や
「
男

女
は
、
互
い
に
異
性
に
つ
い
て
の
正
し
い
理
解

を
深
め
、
相
手
の
人
格
を
尊
重
す
る
」
な
ど
、

異
性
に
つ
い
て
関
心
を
抱
く
こ
と
を
前
提
に
書

か
れ
、
そ
れ
を
使
っ
た
授
業
が
行
わ
れ
て
い
る
。

そ
れ
は
そ
れ
で
正
し
い
と
思
う
。
し
か
し
、
少

し
で
も
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
つ
い
て
教
科
書
や
授
業
で

触
れ
て
あ
る
と
、
周
り
の
人
が
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
つ

い
て
正
し
く
理
解
で
き
る
と
思
う
。
そ
う
す
る

こ
と
で
、Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
方
が
傷
つ
く
よ
う
な
言
動

は
な
く
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　ま
た
、
も
う
一
つ
の
理
由
と
し
て
、Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

の
方
か
ど
う
か
、
見
た
目
だ
け
で
は
分
か
ら
な

い
と
い
う
こ
と
が
あ
る
と
思
う
。Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
で
は

な
い
人
の
多
く
が
「
こ
れ
ま
で
の
人
生
で
Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ
の
方
に
は
出
会
っ
た
こ
と
が
な
い
。」
と
い

う
。
け
れ
ど
も
、Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
方
は
、
日
本
の
人

口
の
約
八
パ
ー
セ
ン
ト
（
二
十
人
に
一
人
）
は

い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、そ
れ
は
「
出

会
っ
た
こ
と
が
な
い
。」
で
は
な
く
、「
出
会
っ

て
い
た
け
れ
ど
も
気
付
か
な
か
っ
た
。」
と
い
う

可
能
性
が
高
い
の
だ
。
だ
か
ら
こ
そ
、
気
付
か

な
い
と
こ
ろ
で
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
方
が
傷
つ
く
よ
う

な
言
動
を
し
て
は
い
け
な
い
。
単
純
に
、
一
人

一
人
が
同
じ
よ
う
に
接
す
れ
ば
よ
い
の
だ
。

　で
は
、Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
方
も
そ
う
で
な
い
人
も
同

じ
よ
う
に
過
ご
せ
る
社
会
を
創
る
に
は
、
ど
う

す
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

　僕
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
大
切
だ
と
思
う
。

　一
つ
は
、
い
ろ
い
ろ
な
場
所
で
、Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の

こ
と
に
つ
い
て
知
り
、
よ
く
考
え
る
こ
と
だ
。

難
し
い
か
も
し
れ
な
い
が
、Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
つ
い
て

の
本
は
子
ど
も
向
け
か
ら
大
人
向
け
ま
で
、
い

く
つ
も
出
版
さ
れ
て
い
る
。
も
し
か
す
る
と
、

学
校
の
図
書
室
に
置
い
て
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

だ
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
身
近
に
読
め
る
場
所
で

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
つ
い
て
の
本
を
読
み
、
よ
く
考
え

る
こ
と
が
、
み
ん
な
が
同
じ
よ
う
に
過
ご
せ
る

社
会
を
創
る
第
一
歩
に
な
る
と
思
う
。

　も
う
一
つ
は
、
レ
イ
ン
ボ
ー
マ
ー
ク
に
つ
い

て
知
る
こ
と
だ
。
レ
イ
ン
ボ
ー
マ
ー
ク
と
は
、Ｌ

Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
理
解
が
あ
り
、
受
け
入
れ
よ
う
と
す

る
姿
勢
を
持
っ
て
い
る
こ
と
（
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
フ
レ

ン
ド
リ
ー
で
あ
る
こ
と
）
を
表
現
す
る
た
め
の

マ
ー
ク
の
こ
と
だ
。
最
近
で
は
、
街
中
の
カ
フ

ェ
や
レ
ス
ト
ラ
ン
、
ホ
テ
ル
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
、
ア
ー
ケ
ー
ド
な
ど
、
様
々
な
と
こ

ろ
で
レ
イ
ン
ボ
ー
マ
ー
ク
が
飾
ら
れ
て
い
る
場

合
が
あ
る
。
だ
か
ら
、
レ
イ
ン
ボ
ー
マ
ー
ク
の

意
味
を
知
る
こ
と
で
、「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
を
受
け
い
れ

よ
う
」
と
す
る
動
き
が
社
会
全
体
で
高
ま
っ
て

い
る
こ
と
に
気
付
け
る
と
考
え
る
。

　今
の
世
の
中
で
は
、
あ
る
国
会
議
員
に
よ
り

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
方
に
対
す
る
不
適
切
な
論
文
が
雑

誌
に
掲
載
さ
れ
る
な
ど
、Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
が
よ
い
印
象

と
し
て
捉
え
ら
れ
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
い
。だ
が
、

考
え
て
み
て
ほ
し
い
。Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
か
ど
う
か
と
い

う
の
は
、
た
だ
少
し
好
感
や
関
心
を
抱
く
性
別

が
違
う
だ
け
で
「
ヘ
ン
」
な
わ
け
が
な
い
。
僕
は
、

こ
の
世
の
中
で
生
き
て
い
る
全
て
の
人
が
、
同

じ
よ
う
に
安
全
に
楽
し
く
過
ご
せ
る
社
会
に
な

っ
て
ほ
し
い
と
強
く
思
う
の
だ
。

　「み
ん
な
と
違
う
」
は
「
ヘ
ン
」
じ
ゃ
な
い
。

※

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
と
は
、
レ
ズ
ビ
ア
ン
（
同
性
を
好

き
に
な
る
女
性
）、
ゲ
イ
（
同
性
を
好
き
に
な

る
男
性
）、
バ
イ
セ
ク
シ
ャ
ル
（
ど
ち
ら
の
性

も
好
き
に
な
る
人
）、
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー

（
生
物
学
的
性
と
は
異
な
る
性
を
生
き
る
人
）

の
頭
文
字
を
と
っ
た
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の

総
称
で
す
。

「
み
ん
な
と
違
う
は

  

ヘ
ン
じ
ゃ
な
い
」

奨励賞

春日中学校 １年

林田  実頼
はやし  だ 　 　 　 み 　 らい
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　こ
れ
か
ら
話
す
こ
と
は
私
が
小
学
三
年
生
の

頃
の
出
来
事
で
あ
る
。
当
時
私
は
全
ク
ラ
ス
メ

イ
ト
十
二
名
と
い
う
小
さ
な
ク
ラ
ス
で
学
校
生

活
を
送
っ
て
い
た
。
女
子
は
私
も
入
れ
て
七
名
。

楽
し
い
生
活
を
送
っ
て
い
た
。
し
か
し
三
年
生

に
あ
が
っ
た
こ
ろ
、
私
は
ク
ラ
ス
の
雰
囲
気
が
、

ど
こ
か
お
か
し
い
と
思
い
始
め
た
。
そ
れ
は
何

か
と
い
う
と
、「
い
じ
め
」
だ
。
当
時
私
と
仲
が

良
か
っ
た
Ｙ
子
ち
ゃ
ん
が
他
の
女
子
五
名
に
仲

間
は
ず
れ
に
さ
れ
て
い
る
と
私
は
気
づ
い
た
。

　初
め
は
、
私
が
「
一
緒
に
仲
間
に
入
れ
て
。」

な
ど
声
を
か
け
て
Ｙ
子
ち
ゃ
ん
と
み
ん
な
（
女

子
）
が
楽
し
く
遊
べ
る
よ
う
頑
張
っ
た
。
が
、

そ
ん
な
私
の
頑
張
り
や
思
い
を
、
壊
す
出
来
事

が
お
き
た
の
だ
。
学
校
に
登
校
し
て
、
く
つ
箱

に
行
こ
う
と
し
た
ら
、Ｙ
子
ち
ゃ
ん
が
何
か
探
し

て
い
る
様
子
だ
っ
た
。
私
が
何
を
探
し
て
い
る

の
か
聞
い
て
み
る
と
、「
私
の
う
わ
ぐ
つ
が
な

い
。」
と
の
事
だ
っ
た
。
も
う
朝
の
会
が
始
ま
る

時
間
だ
っ
た
の
で
、Ｙ
子
ち
ゃ
ん
の
う
わ
ぐ
つ
を

い
そ
い
で
探
し
た
。
く
つ
箱
周
辺
に
は
な
い
の

を
確
認
し
、
外
か
と
思
い
、
く
つ
箱
の
す
ぐ
近

く
に
あ
る
池
の
周
辺
を
探
し
て
い
た
。
私
は
あ

っ
さ
り
見
つ
け
た
。
そ
し
て
衝
撃
を
受
け
た
。Ｙ

子
ち
ゃ
ん
の
う
わ
ぐ
つ
は
池
に
落
ち
て
い
た
の

だ
。
私
は
池
に
落
ち
て
い
た
う
わ
ぐ
つ
を
落
ち

な
い
よ
う
気
を
つ
け
な
が
ら
取
り
、Ｙ
子
ち
ゃ
ん

に
渡
し
た
。
誰
が
し
た
の
か
、
私
も
Ｙ
子
ち
ゃ

ん
も
だ
い
た
い
見
当
は
つ
い
て
い
た
。
し
か
し
、

Ｙ
子
ち
ゃ
ん
は
、
先
生
や
み
ん
な
に
知
ら
れ
る

の
が
嫌
で
、
ぬ
れ
た
う
わ
ぐ
つ
を
は
い
て
教
室

に
入
っ
て
い
っ
た
。
私
は
ど
う
し
た
ら
良
い
の

か
分
か
ら
な
か
っ
た
。
今
ま
で
み
ん
な
で
仲
良

く
し
よ
う
と
思
っ
て
い
た
け
ど
、
こ
ん
な
こ
と

を
さ
れ
て
は
、
も
う
「
み
ん
な
で
仲
良
く
」
と

い
う
こ
と
は
無
理
な
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　そ
の
日
を
境
に
、Ｙ
子
ち
ゃ
ん
は
私
が
い
な
い

と
こ
ろ
で
、
無
視
さ
れ
た
り
、
何
か
物
が
な
く

な
っ
て
い
た
り
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
私
は
家

の
事
情
で
引
っ
越
す
こ
と
が
決
ま
っ
て
お
り
、

引
っ
越
す
前
に
こ
の
事
態
を
ど
う
に
か
改
善
し

た
い
と
思
い
、
思
い
切
っ
て
担
任
の
先
生
に
打

ち
あ
け
て
み
る
こ
と
に
し
た
。
加
え
て
、
こ
の

話
は
、お
お
や
け
に
し
な
い
こ
と
を
お
願
い
し
た
。

先
生
も
何
か
感
じ
た
ら
し
い
。私
の
話
を
真
剣
に
、

聴
い
て
く
れ
た
。

　そ
れ
か
ら
数
日
、
私
は
い
よ
い
よ
引
っ
越
す

こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
引
っ
越
す
前
の
日
。

今
で
も
あ
の
時
間
は
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

帰
り
の
会
だ
っ
た
。
い
つ
も
と
同
じ
よ
う
に
さ

よ
な
ら
を
す
る
と
思
っ
て
い
た
が
、
先
生
が
突

然
口
を
開
い
た
。「
暖
子
、
今
ま
で
お
前
が
思
っ

て
い
た
こ
と
を
全
て
話
し
な
さ
い
。」
お
ど
ろ
い

た
。
ま
さ
か
自
分
が
言
う
は
め
に
な
る
と
は…

。

し
か
し
、
こ
こ
で
言
わ
な
け
れ
ば
、
引
っ
越
し

た
後
、
後
悔
す
る
と
明
ら
か
に
感
じ
て
い
た
。

涙
が
、
涙
が
止
ま
ら
な
か
っ
た
。
緊
張
も
し
て

い
た
が
、
そ
れ
よ
り
、
ク
ラ
ス
の
み
ん
な
に
も

う
「
い
じ
め
」
な
ん
て
こ
と
を
し
て
欲
し
く
な

い
と
い
う
思
い
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
。
私
の
話

が
終
わ
っ
た
あ
と
、
先
生
が
少
し
話
を
し
て
か

ら
帰
り
の
会
が
終
わ
っ
た
。
帰
り
の
会
後
、
私

が
帰
ろ
う
と
し
て
い
た
ら
、Ｙ
子
ち
ゃ
ん
が
半
泣

き
で
「
あ
り
が
と
う
」
と
言
っ
て
く
れ
た
。

　私
の
あ
の
勇
気
を
ふ
り
し
ぼ
っ
て
話
し
た
あ

の
時
間
は
ち
ゃ
ん
と
意
味
の
あ
る
も
の
だ
っ
た

ん
だ
と
自
分
の
中
で
確
信
で
き
た
。

　あ
れ
か
ら
五
年
。
あ
の
Ｙ
子
ち
ゃ
ん
の
「
あ

り
が
と
う
」
と
い
う
言
葉
は
私
の
胸
に
生
き
つ

づ
け
て
い
る
。
あ
の
言
葉
を
自
分
の
行
い
で
汚

す
こ
と
の
な
い
よ
う
、
自
分
の
日
々
の
生
活
を

見
直
す
こ
と
が
で
き
る
。
相
手
を
不
快
に
さ
せ

る
言
葉
を
使
わ
な
い
こ
と
や
、
誰
に
で
も
平
等

に
接
す
る
こ
と
な
ど
、「
人
」
と
し
て
大
切
な
も

の
を
こ
れ
か
ら
も
大
事
に
し
て
い
き
た
い
と
思

う
し
、Ｙ
子
ち
ゃ
ん
の
よ
う
な
思
い
を
す
る
人
が

も
う
二
度
と
出
な
い
よ
う
、
私
か
ら
み
ん
な
に

「
幸
せ
」
を
届
け
て
い
き
た
い
と
思
う
。

第38回

福
岡
県
大
会

　優
秀
作
品

全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト

　福
岡
法
務
局
・
福
岡
県
人
権
擁
護
委
員
会
連
合
会
が
募
集
し
た

第
38
回
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
福
岡
県
大
会
で
、
優

秀
作
品
に
輝
い
た
市
内
中
学
生
の
作
文
（
原
文
の
ま
ま
）
を
紹
介

し
ま
す
。

「
勇
気
あ
る
行
動
」

優秀賞

春日西中学校 ２年
わ た  な べ   　 の の   こ

渡邊  暖子

　僕
も
、
僕
の
友
達
も
、
僕
の
周
り
は
異
性
に

対
し
て
関
心
や
好
感
を
抱
い
て
い
る
人
た
ち
ば

か
り
だ
。
し
か
し
、
世
の
中
に
は
、
同
性
に
対

し
て
好
感
を
抱
い
た
り
、
両
方
の
性
に
対
し
て

好
感
を
抱
い
た
り
と
い
う
よ
う
な
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
と

い
う
方
が
た
く
さ
ん
い
る
。
別
に
お
か
し
な
こ

と
で
は
な
い
の
に
、Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
方
が
傷
つ
く
よ

う
な
言
動
を
す
る
人
が
い
る
の
も
確
か
だ
。
こ

れ
は
、
本
当
に
意
味
を
考
え
た
上
で
の
言
動
な

の
だ
ろ
う
か
。

　僕
は
以
前
、Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
方
が
実
際
に
体
験
し

た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
本
を
読
ん
だ
こ
と
が

あ
る
。
そ
の
中
の
一
人
の
方
が
、
次
の
よ
う
な

こ
と
を
言
っ
て
い
た
。

　初
め
は
、
周
囲
の
「
気
持
ち
悪
い
」
な
ど
の

よ
う
な
発
言
が
、
自
分
に
向
け
ら
れ
て
い
る
気

が
し
て
と
て
も
つ
ら
か
っ
た
で
す
。

　僕
は
、
こ
の
言
葉
を
見
て
、
す
ご
く
複
雑
な

気
持
ち
に
な
っ
た
。
決
し
て
お
か
し
な
こ
と
で

は
な
い
の
に
、
そ
の
人
を
傷
つ
け
る
よ
う
な
言

動
を
す
る
人
が
い
る
。
こ
れ
は
、
周
り
の
人
が

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
て
い
な
い

か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
周
り
の

人
が
正
し
く
理
解
し
て
い
れ
ば
、Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
方

が
傷
つ
く
よ
う
な
言
動
は
な
く
な
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か…

…

。

　周
り
の
人
が
正
し
く
理
解
し
て
い
な
い
理
由

の
一
つ
に
、
学
校
で
の
授
業
が
関
係
し
て
い
る

と
思
う
。
今
の
学
校
の
保
健
体
育
や
道
徳
の
教

科
書
は
、「
異
性
へ
の
関
心
が
芽
生
え
る
」
や
「
男

女
は
、
互
い
に
異
性
に
つ
い
て
の
正
し
い
理
解

を
深
め
、
相
手
の
人
格
を
尊
重
す
る
」
な
ど
、

異
性
に
つ
い
て
関
心
を
抱
く
こ
と
を
前
提
に
書

か
れ
、
そ
れ
を
使
っ
た
授
業
が
行
わ
れ
て
い
る
。

そ
れ
は
そ
れ
で
正
し
い
と
思
う
。
し
か
し
、
少

し
で
も
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
つ
い
て
教
科
書
や
授
業
で

触
れ
て
あ
る
と
、
周
り
の
人
が
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
つ

い
て
正
し
く
理
解
で
き
る
と
思
う
。
そ
う
す
る

こ
と
で
、Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
方
が
傷
つ
く
よ
う
な
言
動

は
な
く
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　ま
た
、
も
う
一
つ
の
理
由
と
し
て
、Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

の
方
か
ど
う
か
、
見
た
目
だ
け
で
は
分
か
ら
な

い
と
い
う
こ
と
が
あ
る
と
思
う
。Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
で
は

な
い
人
の
多
く
が
「
こ
れ
ま
で
の
人
生
で
Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ
の
方
に
は
出
会
っ
た
こ
と
が
な
い
。」
と
い

う
。
け
れ
ど
も
、Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
方
は
、
日
本
の
人

口
の
約
八
パ
ー
セ
ン
ト
（
二
十
人
に
一
人
）
は

い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、そ
れ
は
「
出

会
っ
た
こ
と
が
な
い
。」
で
は
な
く
、「
出
会
っ

て
い
た
け
れ
ど
も
気
付
か
な
か
っ
た
。」
と
い
う

可
能
性
が
高
い
の
だ
。
だ
か
ら
こ
そ
、
気
付
か

な
い
と
こ
ろ
で
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
方
が
傷
つ
く
よ
う

な
言
動
を
し
て
は
い
け
な
い
。
単
純
に
、
一
人

一
人
が
同
じ
よ
う
に
接
す
れ
ば
よ
い
の
だ
。

　で
は
、Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
方
も
そ
う
で
な
い
人
も
同

じ
よ
う
に
過
ご
せ
る
社
会
を
創
る
に
は
、
ど
う

す
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

　僕
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
大
切
だ
と
思
う
。

　一
つ
は
、
い
ろ
い
ろ
な
場
所
で
、Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の

こ
と
に
つ
い
て
知
り
、
よ
く
考
え
る
こ
と
だ
。

難
し
い
か
も
し
れ
な
い
が
、Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
つ
い
て

の
本
は
子
ど
も
向
け
か
ら
大
人
向
け
ま
で
、
い

く
つ
も
出
版
さ
れ
て
い
る
。
も
し
か
す
る
と
、

学
校
の
図
書
室
に
置
い
て
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

だ
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
身
近
に
読
め
る
場
所
で

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
つ
い
て
の
本
を
読
み
、
よ
く
考
え

る
こ
と
が
、
み
ん
な
が
同
じ
よ
う
に
過
ご
せ
る

社
会
を
創
る
第
一
歩
に
な
る
と
思
う
。

　も
う
一
つ
は
、
レ
イ
ン
ボ
ー
マ
ー
ク
に
つ
い

て
知
る
こ
と
だ
。
レ
イ
ン
ボ
ー
マ
ー
ク
と
は
、Ｌ

Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
理
解
が
あ
り
、
受
け
入
れ
よ
う
と
す

る
姿
勢
を
持
っ
て
い
る
こ
と
（
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
フ
レ

ン
ド
リ
ー
で
あ
る
こ
と
）
を
表
現
す
る
た
め
の

マ
ー
ク
の
こ
と
だ
。
最
近
で
は
、
街
中
の
カ
フ

ェ
や
レ
ス
ト
ラ
ン
、
ホ
テ
ル
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
、
ア
ー
ケ
ー
ド
な
ど
、
様
々
な
と
こ

ろ
で
レ
イ
ン
ボ
ー
マ
ー
ク
が
飾
ら
れ
て
い
る
場

合
が
あ
る
。
だ
か
ら
、
レ
イ
ン
ボ
ー
マ
ー
ク
の

意
味
を
知
る
こ
と
で
、「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
を
受
け
い
れ

よ
う
」
と
す
る
動
き
が
社
会
全
体
で
高
ま
っ
て

い
る
こ
と
に
気
付
け
る
と
考
え
る
。

　今
の
世
の
中
で
は
、
あ
る
国
会
議
員
に
よ
り

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
方
に
対
す
る
不
適
切
な
論
文
が
雑

誌
に
掲
載
さ
れ
る
な
ど
、Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
が
よ
い
印
象

と
し
て
捉
え
ら
れ
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
い
。だ
が
、

考
え
て
み
て
ほ
し
い
。Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
か
ど
う
か
と
い

う
の
は
、
た
だ
少
し
好
感
や
関
心
を
抱
く
性
別

が
違
う
だ
け
で
「
ヘ
ン
」
な
わ
け
が
な
い
。
僕
は
、

こ
の
世
の
中
で
生
き
て
い
る
全
て
の
人
が
、
同

じ
よ
う
に
安
全
に
楽
し
く
過
ご
せ
る
社
会
に
な

っ
て
ほ
し
い
と
強
く
思
う
の
だ
。

　「み
ん
な
と
違
う
」
は
「
ヘ
ン
」
じ
ゃ
な
い
。

※

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
と
は
、
レ
ズ
ビ
ア
ン
（
同
性
を
好

き
に
な
る
女
性
）、
ゲ
イ
（
同
性
を
好
き
に
な

る
男
性
）、
バ
イ
セ
ク
シ
ャ
ル
（
ど
ち
ら
の
性

も
好
き
に
な
る
人
）、
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー

（
生
物
学
的
性
と
は
異
な
る
性
を
生
き
る
人
）

の
頭
文
字
を
と
っ
た
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の

総
称
で
す
。

「
み
ん
な
と
違
う
は

  
ヘ
ン
じ
ゃ
な
い
」

奨励賞

春日中学校 １年

林田  実頼
はやし  だ 　 　 　 み 　 らい
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　平成30年12月1日、日の出小学校体育館で、開
校20周年記念式典、サンサンコンサートが行われま
した。各学年の子どもたちは、この日のために練習
を続け、保護者も「全ての人を笑顔に！」を目標に1年
間活動しました。　
　子どもたちの「20周年おめでとう」の言葉や歌声
が、来賓や地域の人、保護者の心に響き、思いを受
け取るコンサートになりました。

（広報レポーター　安
あ ん ど う

藤真
ま き

起）

日の出小学校20周年記念式典
サンサンコンサート

広報
レポーター
だより

▲1年生による音楽物語

“インスタ映え”な場所を巡る「フォトツアーinかすが」

人気インスタグラマーが市の魅力を発信
電話でお金はすべて詐欺

ニセ電話詐欺被害防止のための街頭啓発

成～新たな時代への飛躍～

平成31年春日市成人式

　春日市への転入が多いファミリー層に、市の魅
力をもっと知ってもらおうと、平成30年12月7日、
県内在住のインスタグラマー８人の協力によりフォ
トツアーを実施。市内のカフェや公園、公共施設
の写真をインスタグラムへ投稿してもらいました。

（ アカウント名：@yuri.pudding、@sk.sayuri、@
k.kyoko1227、@nyan1201ma 、@stardustyuka、
@yumikokubu 、@hidamari_aki、@yumy_synl）

　平成30年12月14日、西鉄春日原駅前などで、ニ
セ電話気づかせ隊による街頭啓発が行われました。
　ニセ電話気づかせ隊は、市や自治会、警察で構
成され、県内初の取り組みとして、年金支給日に
合わせて啓発を行いました。今後も年金支給日に
は、各自治会が、管内のコンビニエンスストアや
金融機関で、ニセ電話詐欺被害防止に関する声掛
け活動を行います。

　１月14日、ふれあい文化センターで成人式が行わ
れ、市では1,307人が新成人としての門出を迎えま
した。今年の成人式のテーマは、「成～新たな時代へ
の飛躍～」。平成から新しい時代へ向けて、それぞれ
が成長していこうという想いが込められています。
　実行委員長を務めた家

い え な が

永晏
や す

帆
ほ

さんは、新成人代
表のあいさつで、「本日の成人式を新たな時代への
成長の第一歩としたい」と宣言しました。

▲市内のカフェ「３
サード
rd.C

カ フ ェ
afé（白水ヶ丘）」を訪れたインスタグラ

マーの皆さん
▲啓発物品を手渡す井

いの
上
うえ

市長

▲新成人代表のあいさつをする家永さん
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本
を
無
料
配
布
し
ま
す

本
の
リ
サ
イ
ク
ル

Ｂブ

ッ

ク

Ｏ
Ｏ
Ｋ
バ
ト
ン
２
０
１
９

　
図
書
館
で
使
わ
な
く
な
っ
た
本
な

ど
を
、
１
人
20
冊
ま
で
無
料
配
布
し

ま
す
。

日
程
・
内
容

▽
３
月
１
日
㈮
：
専
門
書
・
雑
誌
な

ど
▽
２
日
㈯
：
小
説
・
実
用
書
な
ど

時
間　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー	

 

１
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

問
い
合
わ
せ
先　
市
民
図
書
館

☎（
５
８
４
）４
６
４
６

F（
５
８
４
）３
９
０
０

第
12
回

や
さ
し
い
福
祉
の
町
づ
く
り

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム（
無
料
）

　
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら

し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う「
や

さ
し
い
福
祉
の
町
」を
目
指
し
、
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、

展
示
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

日
時　
２
月
23
日
㈯

　
正
午
〜
午
後
４
時
30
分

場
所　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
サ

ン
ホ
ー
ル（
展
示
な
ど
は
旧
館
）

内
容

○
展
示
な
ど（
正
午
〜
午
後
４
時
30

分
）

○
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ

ン
ト（
午
後
１
時
30
分
〜
）

　
▽
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー

　
▽
１
部
：
認
知
症
の
人
へ
の
対
応

を
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
寸
劇
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
介
護
の
現
役

の
担
い
手
と
未
来
の
担
い
手
」

（
パ
ネ
リ
ス
ト
：
介
護
職
員
、

大
学
生
）

　
▽
２
部
：
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
春
日

市
で
迎
え
る
老
後
を
考
え
る
」

（
予
定
）（
パ
ネ
リ
ス
ト
：
山や

ま 

﨑さ
き

安や
す
の
り則
さ
ん（
筑
紫
女
学
園
大

学・大
学
院
教
授
）他
）

問
い
合
わ
せ
先　
筑
紫
地
区
介
護
保

険
事
業
者
連
絡
協
議
会
事
務
局

（
㈱
大
賀
薬
局
内
）

☎（
４
１
４
）７
３
５
６

F（
４
１
４
）７
３
６
２

届
け
！
地
元
へ
の「
思
い
」

企
業
の
社
会
貢
献

事
例
発
表
会（
無
料
）

　
社
会
貢
献
活
動
に
取
り
組
む
企
業

の
事
例
紹
介
や
、
企
業
と
地
域
な
ど

が
連
携
し
た「
買
物
支
援
事
業
」な
ど

の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
３
月
10
日
㈰

　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

場
所　
春
日
ま
ち
づ
く
り
支
援
セ
ン

タ
ー
・
ぶ
ど
う
の
庭
Ｂ
・
Ｃ
室

定
員　
40
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
３
月
７
日
㈭（
消
印
有

効
）ま
で
に
、電
話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、

郵
便
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス（
任
意
）を
伝

え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
春
日
ま
ち

づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー「
ぶ
ど
う

の
庭
」（
〒
816
－
０
８
６
４
須
玖
北

５
－
１
５
５
）

☎（
５
８
９
）３
３
８
８

F（
５
８
９
）３
３
９
９

info@
budounoniw

a.com

人
権
問
題
を
考
え
る

映
画
上
映
会

「
獄ご

く
と
も友
」

　
映
画
を
通
し
て
、
人
権
問
題
を
考

え
ま
す
。

日
程　
２
月
15
日
㈮

時
間

▽
１
回
目
：
午
後
２
時
30
分
〜
４
時

30
分（
開
場
：
午
後
２
時
）

▽
２
回
目
：
午
後
６
時
30
分
〜
８
時

30
分（
開
場
：
午
後
６
時
）

場
所　
筑
紫
野
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
さ
ん
あ
い
ホ
ー
ル（
筑
紫
野
市

二
日
市
南
１
－
９
－
３
）

入
場
料　
５
０
０
円（
高
校
生
以
下

無
料
）

問
い
合
わ
せ
先　
筑
紫
平
和
・
人
権

セ
ン
タ
ー

☎（
５
８
１
）４
６
１
５（
F
兼
用
）

ひ
だ
ま
り
の
会

介
護
の
悩
み
を
考
え
よ
う

在
宅
介
護
者
の
た
め
の
交
流
会（
無
料
）

　
脳
血
管
性
認
知
症
な
ど
に
つ
い
て

学
び
、
認
知
症
へ
の
理
解
を
深
め
ま

し
ょ
う
。

日
時　
２
月
21
日
㈭

　
午
後
１
時
〜
３
時
30
分

場
所　
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

　
大
会
議
室（
昇
町
３
－
１
０
１
）

内
容　
あ
な
た
の
脳
！
気
に
な
り
ま

せ
ん
か
？
脳
血
管
性
認
知
症
に
つ

い
て

講
師　
池い

け

田だ

耕こ
う
い
ち一
さ
ん（
池
田
脳
神

経
外
科
医
院
長
）

申
込
方
法　
２
月
20
日
㈬
ま
で
に
、

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、
氏

名
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
市
社
会
福

祉
協
議
会
地
域
福
祉
担
当

☎（
５
８
１
）７
２
２
５

F（
５
８
１
）７
２
５
８

一
緒
に
息
抜
き
し
ま
せ
ん
か

ひ
と
り
親
交
流
会

バ
ス
ハ
イ
ク

対
象　
一
人
親
家
庭
の
親
で
、
末
子

が
中
学
生
以
上
の
人

※
子
ど
も
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

日
時　
２
月
10
日
㈰

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
45
分

（
予
定
）

集
合
・
解
散
場
所　
市
社
会
福
祉
セ

ン
タ
ー
ま
た
は
市
役
所

行
き
先　
糸
島
市
方
面

入
場
料
な
ど　
２
０
０
０
円
程
度　

（
会
員
は
１
５
０
０
円
）

※
昼
食
代
、
利
用
料
が
含
ま
れ
て
い

ま
す
。
現
地
で
直
接
支
払
っ
て
く

だ
さ
い
。

定
員　
20
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
２
月
１
日
㈮
以
降
に
、

電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル

の
い
ず
れ
か
で
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
市
母
子
寡

婦
福
祉
会（
白
水
大
池
公
園
内
虹

の
売
店
）

☎（
５
９
６
）９
９
２
５（
F
兼
用
）

kasugaboshi@
w

ak.bbiq.jp

イ
ベ
ン
ト  Event

福
祉  W

elfare
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知
っ
て
い
ま
す
か
？

 

ご
み
の
こ
と

　
「
不
用
品
を
回
収
し
ま
す
と
呼

び
掛
け
な
が
ら
、
家
庭
か
ら
出
る

粗
大
ご
み
な
ど
を
回
収
す
る
業
者

に
依
頼
し
た
と
こ
ろ
、
無
料
の
は

ず
が
、
ト
ラ
ッ
ク
に
積
ん
だ
後
に
、

高
額
な
料
金
を
請
求
さ
れ
た
」な

ど
と
い
っ
た
ト
ラ
ブ
ル
が
全
国
で

発
生
し
て
い
ま
す
。

○
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
に
は

　
　
家
庭
の
ご
み
を
回
収
す
る
に

は
、
市
の
許
可
が
必
要
で
す
。

　
　
依
頼
す
る
前
に
市
の
許
可
を

受
け
た
業
者
か
確
認
し
、
許
可

を
得
て
い
な
い
業
者
は
利
用
し

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
無

許
可
の
業
者
に
依
頼
す
る
と
、

料
金
の
ト
ラ
ブ
ル
や
不
法
投
棄

に
よ
る
環
境
破
壊
な
ど
に
つ
な

が
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

○
正
し
い
ご
み
の
処
分
方
法
は

　
　
市
の
許
可
を
持
っ
た
地
区
の

担
当
業
者
に
収
集
を
依
頼
す
る

か
、
自
分
で
処
理
施
設
に
持
ち

込
ん
で
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
見
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
環
境
課
ご
み
減

量
担
当

☎︎（
５
８
４
）１
１
１
１
㈹

F（
５
８
４
）１
１
４
７

ご
み
の
違
法
回
収
業
者
に

気
を
付
け
ま
し
ょ
う

一
人
で
悩
ま
な
い
で

一
人
親
家
庭
な
ど
の

教
育
資
金
学
習
会（
無
料
）

　
先
輩
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が

ら
、
み
ん
な
で
考
え
、
学
び
ま
す
。

　
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

対
象　
一
人
親
家
庭
の
母
、
父
な
ど

日
時　
２
月
16
日
㈯

　
午
後
７
時
30
分
〜
８
時
30
分（
予

定
）

場
所　
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階

（
昇
町
３
－
１
０
１
）

問
い
合
わ
せ
先　
市
母
子
寡
婦
福
祉

会（
白
水
大
池
公
園
内
虹
の
売
店
）

☎（
５
９
６
）９
９
２
５（
F
兼
用
）

kasugaboshi@
w

ak.bbiq.jp

子
ど
も
と
ゆ
っ
く
り
過
ご
し
ま
せ
ん
か

一
人
親
家
庭
の
親
子
対
象　
　

日
帰
り
バ
ス
ハ
イ
ク
い
ち
ご
狩
り

対
象　
一
人
親
家
庭
の
親
子

日
時　
３
月
３
日
㈰

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時（
予
定
）

集
合
場
所　
市
役
所
玄
関
前

行
き
先　
八
女
市
他

参
加
費

▽
大
人　
１
０
０
０
円

▽
中
学
・
高
校
生　
５
０
０
円

▽
小
学
生
以
下　
無
料

※
費
用
に
は
、
昼
食
代
・
施
設
使
用

料
が
含
ま
れ
ま
す
。
現
地
で
直
接

支
払
っ
て
く
だ
さ
い
。

定
員　
50
人（
申
込
多
数
の
場
合
は

抽
選
）

申
込
方
法　
２
月
11
日
㈪
・
㈷
ま
で

に
、
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ

ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
伝
え
る

※
参
加
決
定
者
に
は
後
日
連
絡
し
ま

す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
市
母
子
寡

婦
福
祉
会（
白
水
大
池
公
園
内
虹

の
売
店
）

☎（
５
９
６
）９
９
２
５（
F
兼
用
）

kasugaboshi@
w

ak.bbiq.jp

フ
ァ
ミ
サ
ポ
か
す
が

み
ん
な
で
子
育
て

お
ね
が
い
会
員
説
明
会（
無
料
）

　
「
子
育
て
の
手
伝
い
を
し
て
ほ
し

い
人（
お
ね
が
い
会
員
）」と「
子
育
て

の
手
伝
い
を
し
た
い
人（
ま
か
せ
て

会
員
）」が
支
え
合
う「
フ
ァ
ミ
リ
ー・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
か
す
が
」の

お
ね
が
い
会
員
に
な
る
た
め
の
説
明

会
を
行
い
ま
す
。

　
託
児（
生
後
３
カ
月
以
上
、
無
料
、

先
着
20
人
程
度
）も
あ
り
ま
す
。

※
子
ど
も
と
同
席
は
で
き
ま
せ
ん
。

日
時　
２
月
24
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
正
午

場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
３
階
視
聴

覚
室（
託
児
室
：
３
階
和
室
）　

持
っ
て
く
る
も
の　
証
明
写
真
２
枚

（
縦
３
㎝
、
横
２
．
５
㎝
）、
筆
記

用
具

申
込
方
法　
２
月
１
日
㈮
〜
15
日
㈮

に
、
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ

ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
託
児
の
有
無（
有
の

と
き
は
、
子
ど
も
の
名
前
、
生
年

月
日
）を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
フ
ァ
ミ
リ

ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
か
す

が
事
務
局（
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
内
）

☎（
５
８
４
）７
７
０
０

F（
５
０
１
）０
０
５
１

fam
isapo@

city.kasuga.
fukuoka.jp

マ
タ
ニ
テ
ィ
ク
ラ
ス

命
を
守
る

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
選
び
方

　
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
と
菓
子
を
用
意
し

て
皆
さ
ん
の
参
加
を
待
っ
て
い
ま
す
。

※
託
児
は
あ
り
ま
せ
ん
。

対
象　
市
内
に
居
住
す
る
妊
婦（
パ

ー
ト
ナ
ー
も
参
加
可
）

日
時　
２
月
25
日
㈪

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
３
階
和
室

内
容

▽
午
後
１
時
30
分
：
Ｊジ

ャ

フ
Ａ
Ｆ
職
員
に

よ
る
講
話「
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

の
選
び
方
」

▽
午
後
２
時
30
分
：
絵
本
の
読
み
聞

か
せ

▽
午
後
２
時
45
分
：
テ
ィ
ー
タ
イ
ム

参
加
費　
１
０
０
円

定
員　
20
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　
母
子
健
康
手
帳

申
込
方
法　
２
月
１
日
㈮
〜
22
日
㈮

に
、
次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
申
し

込
む
か
、
電
話
で
氏
名
、
生
年
月

日
、
出
産
予
定
日
、
電
話
番
号
を

伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
子
育
て
支

援
課
母
子
保
健
担
当

☎（
５
８
４
）１
０
１
５

子
育
て  Parenting
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【消費生活センター】
相談日　毎週月〜金曜日
時　間　午前10時〜午後0時15分
　　　　午後1時〜4時
場　所　消費生活センター
　　　　（光町1ｰ73）
※相談は無料です。
☎（584）1155（F兼用）

賃貸住宅退去時の
トラブルに注意！

相談事例
　５年間住んでいた賃貸アパート
を退去した。後日、不動産管理会
社から精算書が届いたが、入居時
に預けていた敷金から「クロスの張
り替え」などの名目で補修費用を引
かれ、敷金がほとんど残らなかった。
　クロスが一部黒くなっていたり、
畳の色が日に焼けて変色したりし
ていたが、故意や過失で汚した箇
所はなかったのに、補修費用を取
られるのは納得できない。

ひとこと助言
　賃貸住宅の原状回復とは、原則
借主が居住したことによる賃貸住
宅の価値の減少のうち、借主の故
意・過失など、通常の使用方法を
超える使い方によって傷んだもの
を復旧することをいい、入居時の
状態に戻すということではありませ
ん。
　しかし、契約書に特約などで「ク
ロスの張替えは借主の負担」という
規定がある場合は、支払う必要が
あります。
　賃貸住宅のトラブルを防ぐため
にも、契約前に重要事項について
説明を受け、内容をよく確認しまし
ょう。契約書の内容に不利益にな
るような定めがあり納得できない
場合は、契約前に交渉しましょう。
　疑問点などがある場合は、消費
生活センターに相談してください。

大
人
と
同
じ
食
材
を
使
っ
た

離
乳
食
の
作
り
方
を
学
ぶ

離
乳
食
教
室

　
料
理
が
苦
手
な
人
も
、
手
作
り
に

挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
託
児（
原
則
と
し
て
生
後
５
〜
８

カ
月
児
、
１
人
３
０
０
円
、
先
着
15

人
、
要
申
し
込
み
）も
あ
り
ま
す
。

対
象　
生
後
５
〜
８
カ
月
児
の
保
護

者
日
時　
３
月
20
日
㈬

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時（
受
付
：

　
午
後
１
時
〜
）

場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ

内
容　
離
乳
食
の
進
め
方
の
講
義
、

調
理
実
習
、
試
食

参
加
費　
２
０
０
円（
実
習
材
料
費
）

定
員　
20
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　
母
子
健
康
手
帳
、

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手
拭
き
タ

オ
ル
、
筆
記
用
具

申
込
方
法　
２
月
４
日
㈪
〜
18
日
㈪

に
、
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
子
ど
も
の
名

前
・
性
別
・
生
年
月
日
、
託
児
の

有
無
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
健
康
ス
ポ

ー
ツ
課
成
人
保
健
担
当

☎（
５
０
１
）１
１
３
４

F（
５
０
１
）０
０
５
１

も
う
冷
蔵
庫
に
余
ら
せ
な
い

大
根
一
本
丸
ご
と
使
い
き
り

エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ

　
つ
い
つ
い
余
ら
せ
が
ち
な
大
根
。

せ
っ
か
く
買
っ
た
食
材
を
無
駄
に
し

な
い
よ
う
、
大
根
を
丸
ご
と
使
い
き

る
こ
つ
を
教
え
ま
す
。

　
託
児（
未
就
学
児
、
無
料
、
先
着

６
人
、
２
月
14
日
㈭
ま
で
に
要
申
し

込
み
）も
あ
り
ま
す
。

対
象　
市
内
に
居
住
す
る
人

日
時　
２
月
28
日
㈭

　
午
前
10
時
〜
正
午

場
所　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
料

理
講
習
室

内
容（
メ
ニ
ュ
ー
）　
大
根
ス
ー
プ
、

大
根
グ
ラ
タ
ン
、
大
根
葉
ご
飯
、

大
根
パ
ン
ケ
ー
キ

講
師　
ベ
ス
タ（
環
境
た
く
み
の
会
）

材
料
費　
５
０
０
円

定
員　
20
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
２
月
５
日
㈫
〜
22
日
㈮

に
、
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ

ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
環
境
課
環

境
保
全
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１
㈹

F（
５
８
４
）１
１
４
７

kankyo@
city.kasuga.fukuoka.

jp受
講
経
験
者
対
象

ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト　

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
講
習
会

　
堆
肥
作
り
や
畑
で
の
使
い
方
な
ど

を
分
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。
う

ま
く
い
か
ず
に
や
め
て
し
ま
っ
た
人

も
、
こ
の
機
会
に
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン

ポ
ス
ト
を
再
開
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　
２
月
19
日
㈫

　
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

場
所　
市
役
所
２
階
２
０
７
会
議
室

定
員　
20
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　
筆
記
用
具

申
込
方
法　
２
月
１
日
㈮
〜
14
日
㈭

に
、
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ

ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
環
境
課
ご

み
減
量
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
５
７

F（
５
８
４
）１
１
４
７

gom
igen@

city.kasuga.
fukuoka.jp

環
境  Environm

ent

15 市報かすが ｜ 平成31年2月1日



情報ひろば春日市役所　☎584-1111㈹
http://www.city.kasuga.fukuoka.jp/

☎電話番号　Fファックス番号　　メールアドレス ウェブサイトアドレス

を
、私
た
ち
自
身
で
育
て
て
い
こ
う
」

と
い
う
こ
と
に
な
り
、
市
に
運
営
プ

ラ
ン
の
提
案
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
そ
の
後
、
運
営
プ
ラ
ン
作
成
会
議

の
進
行
役
を
引
き
受
け
ま
し
た
が
、

色
々
な
立
場
や
考
え
方
の
人
た
ち
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
熱
い
思
い
を
持
っ
て
い

た
の
で
、
と
り
ま
と
め
は
本
当
に
大

変
で
し
た
。
時
に
は
、「
あ
な
た
の

意
見
は
と
て
も
大
切
だ
け
れ
ど
、
今

の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
は
な
い
。
そ
の
時

に
な
っ
た
ら
議
論
で
き
る
よ
う
、
大

切
に
保
留
し
て
お
き
ま
す
ね
」と
思

い
を
受
け
止
め
な
が
ら
、
議
論
の
軌

道
修
正
を
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　
本
音
で
議
論
を
重
ね
、
メ
ン
バ
ー

の
知
恵
と
希
望
の
詰
ま
っ
た
運
営
プ

ラ
ン
を
市
に
提
出
し
た
と
き
は
、
心

底
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
セ
ン
タ
ー
設
立
の
た
め

の
準
備
委
員
会
に
参
加
し
、
そ
の
後
、

話
し
合
い
の
進
行
役
を
務
め
た
鶴つ

る
た田

幸ゆ
き
お生
さ
ん（
83
歳
）に
話
を
聞
き
ま
し

た
。

　
準
備
委
員
会
は
、
市
が
セ
ン
タ
ー

の
運
営
団
体
を
公
募
す
る
た
め
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
す
る
た
め
に
作

ら
れ
ま
し
た
。
一
般
市
民
を
含
め
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

の
代
表
、
自
治
会
関
係
者
な
ど
、
30

人
ほ
ど
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
未
来
の
春
日
市
の
た
め
に
、
み
ん

な
が
利
用
し
た
い
と
思
う
セ
ン
タ
ー

の
メ
ニ
ュ
ー
や
機
能
に
つ
い
て
な
ど
、

熱
心
に
話
し
合
い
を
し
て
い
る
と
き

に
、
委
員
の
一
人
か
ら「
思
い
を
形

に
す
る
た
め
に
、
行
政
の
人
に
は
席

を
外
し
て
も
ら
い
、
参
加
者
だ
け
で

話
し
合
っ
て
み
た
い
」と
い
う
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
自
分
た
ち
だ
け
で
話
し
合
い
の
場

を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
結
果
、「
自

分
た
ち
が
理
想
と
す
る
セ
ン
タ
ー
実

現
の
た
め
に
、
私
た
ち
市
民
有
志
で

運
営
し
て
み
よ
う
。
人
と
人
と
が
支

え
合
う
、
私
た
ち
が
望
む
セ
ン
タ
ー

春
日
ま
ち
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー

春
日
市
須
玖
北
５

ｰ

１
５
５

☎（
５
８
９
）３
３
８
８　
F（
５
８
９
）３
３
９
９

http://budounoniw
a.com

/

　
春
日
ま
ち
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー・
ぶ
ど
う
の
庭
は
、平
成
17
年
10
月
に
開
所
し
、今
年
で
15

年
目
を
迎
え
ま
す
。そ
こ
で
、数
回
に
わ
た
り
、セ
ン
タ
ー
設
立
の
経
緯
や
開
設
当
初
の
人
々
の

思
い
な
ど
を
振
り
返
り
ま
す（
第
２
回
目
）
。

▲鶴田さん

自
分
の
体
の
状
態
を
知
ろ
う

60
歳
以
上
対
象

体
力
測
定
・
骨
密
度
検
査

　
運
動
を
始
め
た
い
が
何
を
し
た
ら

い
い
か
分
か
ら
な
い
、
自
分
に
と
っ

て
適
切
な
運
動
法
が
知
り
た
い
、
骨

密
度
の
減
少
に
よ
る
骨
折
に
不
安
が

あ
る
と
い
っ
た
悩
み
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

　
体
力
測
定
・
骨
密
度
測
定
の
結
果

に
基
づ
き
、
運
動
指
導
士
が
効
果
的

な
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ア
ド
バ
イ
ス

し
ま
す
。

対
象　
お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
市
民

日
程　
２
月
23
日
㈯

時
間　
午
前
９
時
〜
正
午
、
午
後
１

時
〜
３
時
の
う
ち
希
望
す
る
１
時

間
場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ

内
容　

▽
体
力
測
定（
柔
軟
性
・
バ
ラ
ン
ス

テ
ス
ト
な
ど
）

▽
骨
密
度
測
定（
か
か
と
の
骨
で
骨

密
度
を
測
定
）

▽
下
肢
筋
力
チ
ェ
ッ
ク（
立
ち
上
が

り
や
歩
幅
の
測
定
）

▽
体
成
分
分
析
測
定（
筋
肉
量
や
体

脂
肪
率
、筋
量
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど
）

▽
体
の
ゆ
が
み
チ
ェ
ッ
ク

▽
持
久
力
測
定（
エ
ア
ロ
バ
イ
ク
で

の
心
肺
持
久
力
テ
ス
ト
）

▽
結
果
説
明
・
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

提
案

※
持
久
力
測
定
と
結
果
説
明
・
運
動

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
案
は
、
都
合
の

良
い
日
を
予
約
し
て
、
後
日
実
施

し
ま
す
。

参
加
費　
５
０
０
円

定
員　
50
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　
上
靴
、
運
動
し

や
す
い
服
装
、
飲
み
物
、
タ
オ
ル

申
込
方
法　
２
月
１
日
㈮
以
降
に
、

電
話
で
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

希
望
時
間
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
い
き
い
き

ル
ー
ム（
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
内
）

☎（
５
０
１
）１
１
６
２（
F
兼
用
）

受
け
て
み
ま
せ
ん
か

歯
周
病
検
診（
無
料
）

市
国
保
加
入
者（
40
〜
74
歳
）対
象

　
成
人
の
約
８
割
は
歯
周
病
に
か
か

っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
歯

周
病
は
全
身
に
影
響
す
る
病
気
で
す
。

歯
と
口
の
健
康
を
守
る
こ
と
は
、
全

身
の
健
康
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
り

ま
す
。

対
象　
40
〜
74
歳
で
、
市
国
民
健
康

保
険
の
加
入
者

日
時　
３
月
５
日
㈫

▽
午
後
１
時
15
分
〜
２
時
15
分

▽
午
後
２
時
15
分
〜
３
時
15
分

場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ

内
容　
歯
周
病
検
診
、
ブ
ラ
ッ
シ
ン

グ
指
導
、
そ
し
ゃ
く
力
テ
ス
ト
、

口
の
体
操
な
ど

定
員　
各
10
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
２
月
15
日
㈮
ま
で
に
、

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
氏
名
、
生

年
月
日
、
電
話
番
号
、
希
望
時
間

を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
健
康
ス
ポ

ー
ツ
課
成
人
保
健
担
当

☎（
５
０
１
）１
１
３
４

F（
５
０
１
）０
０
５
１

生
活
習
慣
病
、
子
ど
も
の
食
事
な
ど

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

栄
養
相
談（
無
料
）

　
食
生
活
に
関
す
る
悩
み
に
つ
い
て
、

管
理
栄
養
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

※
前
日
ま
で
に
申
し
込
み
が
必
要
で

す
。

日
時　
２
月
12
日
㈫

　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分
の
う

ち
１
時
間
程
度

場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
３
階
会
議

室
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
健
康
ス
ポ

ー
ツ
課
成
人
保
健
担
当

☎（
５
０
１
）１
１
３
４

F（
５
０
１
）０
０
５
１

健
康  Health
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ヘ
ル
ス
リ
ー
ダ
ー
と
健
康
ウ
ォ
ー
ク

梅
の
香
り
漂
う

春
日
神
社
コ
ー
ス（
無
料
）

　
運
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
る
ヘ
ル

ス
リ
ー
ダ
ー
が
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
前

の
ス
ト
レ
ッ
チ
か
ら
正
し
い
歩
き
方

ま
で
指
導
し
ま
す
。

　
体
力
に
合
わ
せ
て
７
㎞
と
４
．
５

㎞
の
コ
ー
ス
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
歩
き
や
す
い
服
装
と
靴
で
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

　
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

　
雨
天
の
場
合
は
、
室
内
で
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
を
行
い
ま
す
。

日
時　
２
月
20
日
㈬

　
午
前
９
時
15
分
〜
11
時
30
分（
受

付
：
午
前
９
時
〜
）

集
合
場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
２
階

ロ
ビ
ー

持
っ
て
く
る
も
の　
タ
オ
ル
、
飲
み

物
、
帽
子

問
い
合
わ
せ
先　
健
康
ス
ポ
ー
ツ
課

健
康
増
進
担
当

☎（
５
０
１
）１
１
３
４

F（
５
０
１
）０
０
５
１

小
・
中
学
生
対
象

第
18
回
菜
の
花
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

参
加
者
募
集

対
象　
市
内
の
小
・
中
学
校
に
在
籍

し
て
い
る
人
ま
た
は
協
会
が
参
加

を
認
め
る
ク
ラ
ブ
に
所
属
す
る

小
・
中
学
生

日
時　
３
月
24
日
㈰

　
午
前
９
時
15
分
〜（
受
付
：
午
前

９
時
）

場
所　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
メ

イ
ン
ア
リ
ー
ナ

種
目

○
小
学
生（
男
女
の
区
別
な
し
）

　
▽
ダ
ブ
ル
ス（
６
年
の
部
、
５
年

の
部
、
４
年
以
下
の
部
）

　
▽
シ
ン
グ
ル
ス（
６
年
の
部
、
５

年
の
部
、
４
年
以
下
の
部
）

○
中
学
生

　
▽
男
子
ダ
ブ
ル
ス（
ラ
ン
ク
分
け

な
し
）

　
▽
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
Ａ
級
、
Ｂ
級

（
Ｂ
級
は
初
心
者
）

　
▽
女
子
ダ
ブ
ル
ス（
ラ
ン
ク
分
け

な
し
）

　
▽
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
Ａ
級
、
Ｂ
級

（
Ｂ
級
は
初
心
者
）

参
加
費　
１
人
１
種
目
８
０
０
円

申
込
方
法　
３
月
５
日
㈫（
必
着
）ま

で
に
、
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を

練
時
間　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所　
は
か
た
近
代
ビ
ル
１
階（
福

岡
市
博
多
区
博
多
駅
東
１
－
１
－

33
）

定
員　
25
人（
申
込
先
着
順
）

※
申
込
方
法
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
県
中
高
年

就
職
支
援
セ
ン
タ
ー

☎（
４
３
３
）７
７
８
０

F（
２
８
７
）９
３
３
０

地
域
で
と
も
に
生
き
る
た
め
に

認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
よ
う

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座（
無
料
）

　
受
講
者
に
は「
認
知
症
の
人
を
支

援
し
ま
す
」と
い
う
意
思
を
示
す
オ

レ
ン
ジ
リ
ン
グ
を
渡
し
ま
す
。

日
時　
２
月
27
日
㈬

　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場
所　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
会

議
室
１
〜
３

内
容　
認
知
症
の
基
礎
知
識
・
対
応

方
法

定
員　
50
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

窓
口
の
い
ず
れ
か
で
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
高
齢
課
高

齢
者
支
援
担
当

☎（
５
５
８
）１
２
０
５（
F
兼
用
）

記
入
し
、
郵
便
か
Ｅ
メ
ー
ル
で
送

る
※
大
会
要
項
・
申
込
書
は
、
市
体
育

協
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（http://

kasuga-taikyo.com
/

）か
ら
入

手
で
き
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
市
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
協
会　
内う

ち

野の

由ゆ

か香（
〒
816

－
０
８
７
２
桜
ヶ
丘
２
－
19
－
１

－
６
１
４　
岸き

し

田だ

方
）

☎
０
９
０（
４
９
９
９
）９
１
０
７

2018kasuga.bado@
gm

ail.
com

就
活
の
こ
つ
な
ど
を
学
び
ま
せ
ん
か

40
歳
か
ら
の

２
日
間
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー（
無
料
）

　
受
講
後
は
、
再
就
職
専
門
の
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
が
１
対
１
で
支
援
し
ま
す
。

対
象　
お
お
む
ね
40
歳
〜
64
歳
の
求

職
者

日
程
・
内
容　

▽
２
月
20
日
㈬
：
就
活
の
こ
つ
、
応

募
書
類
の
書
き
方

▽
21
日
㈭
：
面
接
の
こ
つ
、
面
接
訓

飼
い
方
の
悩
み
を
解
決

猫
に
つ
い
て
学
ぶ

も
っ
と
知
り
た
い
猫
の
こ
と（
無
料
）

　
猫
に
つ
い
て
詳
し
く
知
り
た
い
人

や
、
飼
い
方
に
悩
ん
で
い
る
人
は
、

ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

※
ペ
ッ
ト
の
同
伴
は
で
き
ま
せ
ん
。

日
時　
２
月
23
日
㈯

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所　
松
ヶ
丘
地
区
公
民
館

講
師　
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
職
員

申
込
方
法　
２
月
18
日
㈪
ま
で
に
、

電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル

の
い
ず
れ
か
で
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
を
伝
え
る

※
猫
の
飼
育
方
法
や
生
態
に
関
す
る

質
問
が
あ
る
場
合
は
、
申
し
込
み

の
時
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
環
境
課
生

活
環
境
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１
㈹

F（
５
８
４
）１
１
４
７

kankyo@
city.kasuga.fukuoka.

jp

講
演
・
講
座  Lecture

ス
ポ
ー
ツ  Sports
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効
果
的
な
会
議
の
進
め
方
を
学
ぶ

ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
®

セ
ミ
ナ
ー（
無
料
）

　
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
・
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
® 
は
、
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
を
活
用

し
て
進
め
る
会
議
の
手
法
で
す
。

　
会
議
が
う
ま
く
い
か
な
い
、
時
間

が
か
か
る
な
ど
、
今
の
会
議
を
よ
り

良
く
し
た
い
人
な
ど
に
ぴ
っ
た
り
の

セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

　
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

日
時　
２
月
23
日
㈯

　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分（
受

付
：
午
後
１
時
〜
）

場
所　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
会

議
室

内
容

▽
第
１
部
：
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
・
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
® 
入
門

▽
第
２
部
：
企
画
会
議
を
や
っ
て
み

よ
う
！ 

講
師　
松ま

つ

木き

治は
る

子こ

さ
ん（
ホ
ワ
イ
ト

ボ
ー
ド
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
® 
認
定

講
師
）

定
員　
30
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
２
月
15
日
㈮
ま
で
に
、

電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル

の
い
ず
れ
か
で
氏
名
、
電
話
番
号

を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
人
権
市
民

相
談
課
人
権
男
女
共
同
参
画
担
当

☎（
５
８
４
）１
２
０
１

F（
５
８
４
）１
１
８
１

jyonasan@
city.kasuga.

fukuoka.jp

応
急
処
置
を
身
に
付
け
ま
せ
ん
か

春
日
・
大
野
城
・
那
珂
川
消
防
署

上
級
救
命
講
習（
無
料
）

　
人
工
呼
吸
や
胸
骨
圧
迫
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）、
そ
の
他

の
応
急
処
置
を
身
に
付
け
ま
す
。

※
筆
記
・
実
技
試
験
が
あ
り
ま
す
。

対
象　
春
日
市
、
大
野
城
市
、
那
珂

川
市
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る
中

学
生
以
上
の
人

日
時　
３
月
17
日
㈰

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
45
分

場
所　
春
日
・
大
野
城
・
那
珂
川
消

防
本
部（
春
日
２
－
２
－
１
）

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

定
員　
40
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
３
月
14
日
㈭
ま
で
に
、

電
話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
消
防
本

部
警
防
課
救
急
情
報
係

☎（
５
８
４
）１
１
９
１

F（
５
８
４
）１
２
４
０

人
権
問
題
に
つ
い
て
考
え
る

県
人
権
啓
発
情
報
セ
ン
タ
ー

県
民
講
座
２
０
１
８（
無
料
）

日
時　
２
月
９
日
㈯

　
午
後
１
時
10
分
〜
３
時
10
分

場
所　
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
東
棟
７

階
視
聴
覚
研
修
室（
原
町
３
－
１

－
７
）

演
題　
「
私
」か
ら
は
じ
め
る「
私
た

ち
」の
多
様
性
社
会
〜「
ち
が
い
」

と「
ま
ち
が
い
」の
境
界
線
〜

講
師　
三み

き木
幸ゆ

き

美み

さ
ん（（
公
財
）と

よ
な
か
国
際
交
流
協
会
）

申
込
方
法　
郵
便
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

窓
口
の
い
ず
れ
か
で
参
加
申
込
書

を
提
出
す
る
か
、
県
人
権
啓
発
情

報
セ
ン
タ
ー
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（https://www.fukuokaken-
jinken.or.jp/

）か
ら
申
し
込
む

※
講
座
案
内（
参
加
申
込
書
）は
、
同

セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
セ
ン
タ

ー
事
業
課

☎（
５
８
４
）１
２
７
１

F（
５
８
４
）１
２
７
３

市
社
会
福
祉
協
議
会

高
齢
者
の
基
礎
知
識
な
ど
を
学
ぶ

生
活
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座（
無
料
）

　
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
、
障
が

い
の
あ
る
人
な
ど
を
支
援
す
る
サ
ポ

ー
タ
ー
の
養
成
講
座（
２
日
間
）で
す
。

対
象　
講
座
終
了
後
、
サ
ポ
ー
タ
ー

と
し
て
活
動
で
き
る
人

日
時
・
内
容

▽
３
月
７
日
㈭

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

　
地
域
福
祉
の
推
進
力
、
高
齢
者
・

認
知
症
高
齢
者
の
基
礎
知
識
、
サ

ポ
ー
ト
す
る
と
き
の
マ
ナ
ー

▽
８
日
㈮　

　
午
前
９
時
15
分
〜
午
後
０
時
40
分

　
地
域
の
新
た
な
支
援
活
動
、
修
了

証
渡
し
、
事
業
説
明
な
ど

場
所　
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

大
会
議
室（
昇
町
３
－
１
０
１
）

定
員　
20
人（
申
込
多
数
の
場
合
は

抽
選
）

申
込
方
法　
２
月
28
日
㈭
ま
で
に
、

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
市
社
会
福

祉
協
議
会
生
活
支
援
担
当

☎（
５
８
１
）７
２
２
５

F（
５
８
１
）７
２
５
８

筑
紫
食
品
衛
生
協
会

食
品
衛
生
責
任
者

養
成
講
習
会

　
食
品
衛
生
法
で
、
営
業
施
設
ご
と

に
食
品
衛
生
責
任
者
の
設
置
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
責
任
者
と
し
て
の
知
識
と
技

術
を
身
に
付
け
る
た
め
の
講
習
会
で

す
。
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

※
講
習
会
終
了
後
に
修
了
書
を
交
付

し
ま
す
。

対
象　
食
品
関
係
営
業
者
・
従
事
者

や
受
講
を
希
望
す
る
人

※
栄
養
士
、
調
理
師
、
製
菓
衛
生
師

な
ど
の
資
格
を
持
っ
て
い
る
人
は
、

食
品
衛
生
責
任
者
と
し
て
認
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

日
時　
２
月
27
日
㈬

　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時（
受
付
：

午
前
９
時
30
分
〜
）

※
途
中
の
入
退
場
は
認
め
ら
れ
ま
せ

ん
。

場
所　
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
１
階
ク

ロ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル（
原
町
３
－
１

－
７
）

参
加
費　
８
０
０
０
円

定
員　
２
８
０
人（
当
日
先
着
順
）

問
い
合
わ
せ
先　
筑
紫
食
品
衛
生
協

会　
☎（
５
７
５
）５
０
５
６

F（
９
８
２
）８
３
１
９
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情報ひろば春日市役所　☎584-1111㈹
http://www.city.kasuga.fukuoka.jp/

☎電話番号　Fファックス番号　　メールアドレス ウェブサイトアドレス 情報ひろば春日市役所　☎584-1111㈹
http://www.city.kasuga.fukuoka.jp/

☎電話番号　Fファックス番号　　メールアドレス ウェブサイトアドレス

市民図書館から

著者は大学教授であり経済学者。「選んだものよりも諦めたもの
のほうが人間の行動を雄弁に語る」とする経済学の視点は目からウ
ロコ。「デートをすっぽかされたら泣き寝入りするのか」など、経済
学とは一見無縁に思える身近な例示と軽妙な語り口が、ページをめ
くる指を早めます。

『あなたの人生は「選ばなかったこと」で決まる』
竹
たけうちけんぞう
内健蔵／著　日本経済新聞出版社　B331ﾀ【棚41】

『忘れてきた花束。』
糸
いと
井
い
重
しげさと
里／著　東京糸井重里事務所　Mｲﾄ【棚46】

『選んだ理由。』
石
いし
井
い
ゆかり／著　ミシマ社　281.0ｲ【棚64】

まだまだ寒い日が続く毎日ですが、立春も間近です。この春から新しいスタートを切る、
違った環境に身を置くという人も多いことでしょう。いわゆる “ 分岐点 ” に立つとき、何を
選んで、どう決めるのか。「選択する」ということに対して、こんな視点や考え方もある
んだと思える３冊を紹介します。

市民図書館（大谷6-24）　☎（584）4646 F（584）3900
　 http://library-city-kasuga-fukuoka.jp/
開館時間　㈫〜㈭・㈰：午前9時〜午後7時
　　　　　　　㈮・㈯：午前9時〜午後8時 図書館を

もっと身近に
暮らしのなかに

12星座占いで有名な著者。さまざまな職業の人にインタビュー
をしています。その話をもとに、仕事や進むべき道を「選んだ理由」
が、私小説のようにつづられています。十人十色の選択の基準が大
変興味深い。取材で得たものを著者自身のこととして捉え、まとめ
られた深い考察は、心に染み入ります。

著書の言葉を集めたフォトエッセイ。タイトルは、日常で見落と
してしまった何か大切なものを思い起こさせてくれます。コピーラ
イターである著者の、物事を見つめる視点がおもしろく、本のデザ
インも秀逸。迷っている今日が楽しい明日になるための「言葉」にあ
ふれています。

本の点検とフロア整備
のため休館します

　移動図書館たんぽぽ号も運休し
ます。休館中の返却は、返却ポス
トを利用してください。

休館期間　２月25日㈪〜3月1日㈮

渡
わたなべ

辺美
み さ こ

佐子おはなしと朗読
「阿

あ が わ
川佐

さ わ こ
和子を読む」

（入場無料）
日時　2月9日㈯
　午後2時〜（開場：午後1時30分）
場所　ふれあい文化センター旧館

サンホール
定員　250人（当日先着順）
※事前の入場整理券の配布はしま

せん。

〜 選ぶ、決める 〜

▲渡辺美佐子さん

法
テ
ラ
ス
福
岡

弁
護
士
に
よ
る

無
料
法
律
相
談

日
時　
２
月
21
日
㈭

　
午
後
１
時
〜
４
時

場
所　
福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局（
筑

紫
野
市
二
日
市
中
央
５
－
14
－

７
）

定
員　
６
人（
申
込
先
着
順
）

※
相
談
時
間
は
１
人
30
分
以
内
で
す
。

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
む

※
一
定
の
収
入
を
超
え
な
い
人
を
対

象
と
す
る
た
め
、
申
し
込
み
の
際

に
収
入
な
ど
を
尋
ね
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
法
テ
ラ
ス

福
岡

☎
０
５
０（
３
３
８
３
）５
５
０
２

利
用
し
て
く
だ
さ
い

行
政
書
士
に
よ
る

交
通
事
故
無
料
相
談
会

　
交
通
事
故
解
決
ま
で
の
流
れ
や
、

保
険
請
求
手
続
き
な
ど
、
交
通
事
故

に
伴
う
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
つ
い
て

無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

※
相
談
し
た
い
内
容
に
関
す
る
資
料

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　
３
月
９
日
㈯

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所　
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ（
原
町

３
－
１
－
７
）

問
い
合
わ
せ
先　
県
行
政
書
士
会

☎（
６
４
１
）２
５
０
１

F（
６
４
１
）２
５
０
３

２
月
７
日
は「
北
方
領
土
の
日
」

北
方
領
土
は

日
本
固
有
の
領
土
で
す

　
２
月
は「
北
方
領
土
返
還
運
動
全

国
強
調
月
間
」で
す
。

　
内
閣
府
で
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ（
会
員
制

交
流
サ
イ
ト
）を
活
用
し
て
、
広
報・

啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
内
閣
府
北
方
対
策
本
部
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト（http://w

w
w

8.cao.
go.jp/hoppo/

）で
は
、
北
方
領
土

問
題
を
啓
発
す
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
エ
リ
カ
ち
ゃ
ん
」の
動
画
や
北
方
領

土
を
学
ぶ
学
習
コ
ン
テ
ン
ツ
の
配
信

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他  etc

相
談  C

onsultation

内閣府
フェイスブック

内閣府
ツイッター
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子育て広場
未就学児と
保護者対象。
友達づくり、子
育て情報などの
交換の場。

ヨチヨチ広場
（0〜1歳児向け）

▶須玖：6日㈬、7日㈭
▶光町：7日㈭、8日㈮、28日㈭

▶毛勝：1日㈮、13日㈬、14日㈭
▶白水：7日㈭、8日㈮、21日㈭、22日㈮

午前11時〜
11時40分

親子サロン
（1〜3歳児向け）

▶須玖：21日㈭
▶光町：13日㈬

▶毛勝：26日㈫
▶白水：15日㈮ 午前10時30分〜

（1時間程度）
ニコニコくらぶ
（2歳以上）

▶須玖：27日㈬、28日㈭
▶光町：1日㈮、14日㈭、15日㈮、26日㈫、27日㈬

▶毛勝：6日㈬、7日㈭、20日㈬、21日㈭
▶白水：13日㈬、14日㈭、26日㈫、27日㈬

今月の休館日

4日㈪
11日㈪・㈷

12日㈫
18日㈪
19日㈫
25日㈪

6日（水） 屋上DEあそぼ　午後4時～5時　
※雨天時は室内遊びに変更

9日（土）
おまたせ!トランポリン　午前11時～正午
おはなし広場　午後2時～2時30分　

13日（水） 屋上DEあそぼ　午後4時～5時　
※雨天時は室内遊びに変更

15日（金） 親子で体操（３Ｂ体操）　午前10時15分～11時30分、
12組、 　※対象：1歳以上の親子

17日（日）
楽しいクッキング（たぬき丼＆チョコレートバー）
午前10時15分～正午、12人、150円、 　
親子であそぼう　午後3時～3時20分

20日（水） 屋上DEあそぼ　午後4時～5時　
※雨天時は室内遊びに変更

24日（日）
すぐリンピック（ドッジボール大会）　
午後1時30分～2時30分
トワイライトゾーン　午後5時～6時、中学生以上

27日（水） 屋上DEあそぼ　午後4時～5時　
※雨天時は室内遊びに変更

　児童センターは、18歳未満であれば誰でも利用できます（未就学児は保護者同伴）。室内遊具や運動遊具の貸
し出しがあり、行事がないときでも、いろいろな遊具で遊べます。また、たまには育児から解放されてリフレッシュ
したいという保護者を対象とした、託児付きの行事もあります。

あそぼ～
開館時間

午前10時～午後5時
児童センター

2月の
行事予定表

▶︎ の行事は、幼児も参加可（保護者同伴）　▶︎表中の金額は参加費など　▶︎ は申し込みが必要（2月1日㈮午
後5時以降に申し込み。受付／午後6時まで。電話可・小学生以上は原則として本人申し込み）
▶︎申し込みは1人1行事まで　▶︎天候により、中止または変更の場合あり（事前に要問い合わせ）

大土居1-38
☎（581）5614　 F（581）5616毛勝児童センター須玖南2-120

☎（573）2431　 F（584）7739須玖児童センター

天神山1-213
☎（593）2777　 F（593）2801白水児童センター光町2ｰ180ｰ4

☎（501）7014　 F（501）7033光町児童センター
2日（土）トワイライトゾーン　午後5時～6時、中学生以上
3日（日） ワイワイ広場（節分祭）　午後2時～3時

5日（火） こんにちは!!ニコヨチ児童センター（0～3歳児向け）　午前
10時30分～正午、場所：いきいきプラザすこやかルーム

6日（水） 楽しいおはなし会　午前11時～11時30分
7日（木） おひさま広場　午前11時40分～正午
8日（金） おひさま広場　午前11時40分～正午

9日（土） 遊びの出前！児童センター　午前10時30分～11時30分、
場所：春日野小ときめきホール

10日（日） 屋上DEあそぼ　午後2時～3時　
※雨天時は室内遊びに変更

16日（土） かんたんクッキング（手づくり梅が枝もち）　
午前10時15分～正午、10人、150円、

20日（水） 親子でかんたん工作（手作りアロマソープ）　午前10時
30分～11時30分、2歳以上、10人、50円、

23日（土）
ワイワイ幼児タイム　午後3時～3時30分
トワイライトゾーン　午後5時～6時、中学生以上

24日（日）
かんたん工作（カラフルアロマソープ）　
午前10時15分～正午、10人、50円、
ワイワイ広場（マットであそぼ）　午後2時～3時　

28日（木） おひさま広場　午前11時40分～正午

3日（日） わんぱく広場（ドッジボール大会） 午後2時～3時
トワイライトゾーン　午後5時～6時、中学生以上

5日（火） こんにちは!!ニコヨチ児童センター（0～3歳児向け）　午前
10時30分～正午、場所：いきいきプラザすこやかルーム

7日（木） ぴよちゃん広場　午前11時40分～正午
8日（金） ぴよちゃん広場　午前11時40分～正午

10日（日） 道場やぶり（ビッグ風船バレー）　午後2時～3時
16日（土） 作ってわくわく（マイカレンダーを作ろう！）　午後2時～3時

17日（日）
屋上であそぼう（インラインスケート）　午後2時～3時、
長めの靴下・手袋持参、スケート靴27㎝まで、スケート
靴持参可　※雨天の場合ドッジボール大会

20日（水） おはなしな～に？　午前11時～11時30分
21日（木） ぴよちゃん広場　午前11時40分～正午
22日（金） ぴよちゃん広場　午前11時40分～正午

23日（土）
屋上であそぼう（インラインスケート）　午後2時～3時、
長めの靴下・手袋持参、スケート靴27㎝まで、スケート
靴持参可　※雨天の場合ドッジボール大会

24日（日）
わくわくクッキング（チョコバナナのクレープ包み）　午前
10時15分～正午、12人、150円、
トワイライトゾーン　午後5時～6時、中学生以上

28日（木）
ママの“ホッ”とタイム（「疲れを癒すボールフィットネス」＆

「お抹茶タイム」）午前10時15分～正午、15人、 　
※託児は21日㈭までに要申込（1人500円）

1日（金） にこちゃん広場　午前11時40分～正午

2日（土） 幼児タイム（親子で体操）　午前10時15分～11時

3日（日） 道場やぶり(クイズラリー）　午後2時～3時

5日（火） こんにちは!!ニコヨチ児童センター(0～3歳児向け)　午前
10時30分～正午、場所：いきいきプラザすこやかルーム

10日（日）トワイライトゾーン　午後5時～6時、中学生以上

16日（土） 運動遊び（わくわくレクリエーション）　午後2時～3時

17日（日）
幼児タイム（親子で体操）　午前10時30分～11時
作ってあそぼう（ゆらゆらモビールを作ろう）　
午後2時～3時、12人、

23日（土）
けかつ広場（ミサンガを作ろう）　午後2時～3時
トワイライトゾーン　午後5時～6時、中学生以上

24日（日） かんたんクッキング（バナナ・チョコ・パンケーキ）　
午前10時30分～正午、12人、150円、

28日（木） おはなしだいすき　午前11時～11時30分
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誕生日お
おめでとう

4月生まれの
赤ちゃん募集（3歳まで）

写真の裏に赤ちゃんの氏名（ふりがな）、生年月日、住所、電話番号、市報かすが2月1日号の感想を書いて郵送するか、
Eメールで送ってください。Eメールはタイトルを「お誕生日おめでとう」に、写真ファイル名は赤ちゃんの名前にしてく
ださい。平成31年3月1日㈮（当日消印有効）までの到着分から抽選で決定します。【送り先】市報かすが「お誕生日お
めでとう」係（〒816ｰ8501春日市役所） koho@city.kasuga.fukuoka.jp※写真は返却できません。

鬼
おにづか

塚 桜
さくら

子
こ

ちゃん
平成29年2月23日生

（若葉台西）

水
みず

野
の

 咲
さき

ちゃん
平成29年2月16日生

（若葉台東）

荒
あら

木
き

 俊
としはる

遥ちゃん
平成28年2月24日生

（日の出町）

佐
さ

藤
とう

 梨
り お

央ちゃん
平成30年2月8日生

（宝町）

堀
ほり

 結
ゆう

稀
き

ちゃん
平成29年2月3日生

（星見ヶ丘）

陣
じん

之
の

内
うち

 穣
じょう

ちゃん
平成29年2月24日生

（宝町）

秀
ひでしま

島 尚
なお

弥
や

ちゃん
平成30年2月2日生

（ちくし台）

小
こ

橋
ばし

 千
ち

咲
さき

ちゃん
平成30年2月28日生

（星見ヶ丘）

藤
ふじしま

嶋 柊
しゅう

ちゃん
平成28年2月9日生

（弥生）

別
べっ

府
ぷ

 柚
ゆず

春
は

ちゃん
平成30年2月28日生

（大和町）

白水大池公園星の館では、毎週、季節の星座や天文
現象の観望会を行っています。参加は無料です。
初心者でも指導員が丁寧に案内しますので、気軽に
来館してください。ボランティアも随時募集中です。

『澄んだ空に輝く冬の星座』

■春日市総合情報メール
防犯・防災情報や子育て情報、健康情報など11分
野の行政情報を携帯電話などにメール配信する
サービスです。

広報ツイッター…………………@kasuga_PR
防災ツイッター…………………@kasuga_bousai
環境課ツイッター………………@kasuga_kankyo
納税課ツイッター………………@kasuga_nouzei
採用ツイッター…………………@kasuga_saiyo
ラグビー事務局ツイッター… …@kasugarugby

環境課インスタグラム…………@kasuga_kankyo

（
平
成
30
年
12
月
末
現
在
）

市
の
人
口

●総人口
  113,225人 （前月 ‐27）
  女58,359人（前月 ‐18）
  男54,866人（前月   ‐9）
●世帯数
  48,782世帯（前月  ＋9）

●増　転入	 402人
　　　出生	 64人
　　　その他	 13人
●減　転出	 404人
　　　死亡	 68人
　　　その他	 34人

議会フェイスブック
納税課フェイスブック
男女共同参画センターじょなさんフェイスブック

SNSもチェック

上記以外の天体観察もできます。昼間は太陽などを観察できます。
なお、天候などの理由により内容が変更となる場合があります。

【イベント情報】

▽星座万華鏡工作　2月10日㈰・24日㈰ 午後3時～4時30分 ※材料費実費

▽星座かみしばい（うお座）　2月23日㈯　午後2時30分～3時
※申し込みが必要です。詳細は、問い合わせるか、ウェブサイトを見てください。
※ウェブサイトでは、毎月発行している「ほしぞら新聞」などの情報を見ること
　ができます。http://www.hoshinoyakata.com/

開館日時／毎週金〜日曜日  午後2時〜9時
申込・問い合わせ先／白水大池公園星の館
☎（558）9099 （閉館日は星の館管理会社に転送されます） 
F（558）9023   starpalace@skyblue.ocn.ne.jp

日　　程 時　間 内　容
2月1日㈮～3日㈰

午後7時
～9時

星空の豆まき
8日㈮～10日㈰ 細い月をパシャリ

15日㈮～17日㈰ こいぬはなんで泣いてるの？
22日㈮～24日㈰ ダブルスターをみよう

さ
ん
ぽ
み
ち

我
学
広
報
心
得
在
台
湾

　
年
明
け
に
、
友
人
と
台
湾
旅

行
に
行
っ
て
き
ま
し
た
▼
お
昼

時
に
台
湾
の
空
港
に
着
い
た
私

た
ち
は
、
レ
ス
ト
ラ
ン
を
探
す

こ
と
に
。
案
内
板
を
見
る
と
「
美

食
広
場
」
の
文
字
と
一
緒
に
、

フ
ォ
ー
ク
と
ナ
イ
フ
の
イ
ラ
ス

ト
が
添
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
▼

ト
イ
レ
に
は
い
つ
も
見
慣
れ
た

男
女
並
ん
だ
マ
ー
ク
。
言
語
が

分
か
ら
な
い
外
国
人
で
も
、
一

目
で
必
要
な
情
報
が
分
か
る
工

夫
が
さ
れ
て
い
ま
し
た
▼
こ
れ

は
、
年
齢
や
国
の
違
い
を
超
え

た
情
報
手
段
と
し
て
有
効
な
ピ

ク
ト
グ
ラ
ム
と
い
う
も
の
で
す

▼
人
は
、
情
報
の
８
割
以
上
を

目
か
ら
得
て
い
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
つ
ま
り
、
視
覚
で
判

断
す
る
情
報
に
、
ど
の
よ
う
な

工
夫
を
す
る
か
が
伝
わ
り
や
す

さ
を
左
右
し
ま
す
▼
配
色
や
文

字
の
大
き
さ
、
イ
ラ
ス
ト
、
デ

ザ
イ
ン
な
ど
、
工
夫
で
き
る
こ

と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
広

報
担
当
者
と
し
て
、
で
き
る
だ

け
多
く
の
人
に
正
確
に
伝
わ
る

よ
う
、
日
々
勉
強
し
て
い
き
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

え
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 か
す

が
市

マ
ス

コ
ット

キ
ャ

ラ
ク

タ
ー

か
す

が
く

ん

　

かすがの
さすが

青
年
海
外
協
力
隊
と
し
て
ナ
ミ
ビ
ア
へ
派
遣

花は
な
だ田

　
拓た

く
や也

さ
ん（
27
歳
、
ち
く
し
台
）

　
ア
フ
リ
カ
南
西
部
に
位
置
し
、

大
西
洋
の
海
岸
線
沿
い
に
広
が
る

ナ
ビ
ブ
砂
漠
が
特
徴
的
な
ナ
ミ
ビ

ア
。
２
月
か
ら
、
Ｊジ

ャ

イ

カ

Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
青
年
海
外
協
力
隊
と

し
て
、
現
地
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

に
関
す
る
業
務
に
従
事
す
る
の
が
、

花
田
さ
ん
で
す
。

　
応
募
の
き
っ
か
け
は
、
大
学
時

代
に
何
か
大
き
い
こ
と
を
し
た
い

と
実
行
し
た
東
南
ア
ジ
ア
へ
の
旅

で
し
た
。「
な
ん
と
か
な
る
」と
飛

行
機
に
飛
び
乗
り
、
泊
ま
る
場
所

も
帰
り
の
飛
行
機
も
予
約
し
な
い

ま
ま
、
タ
イ
・
ラ
オ
ス
・
カ
ン
ボ

ジ
ア
な
ど
を
、
２
カ
月
か
け
て
旅

し
ま
し
た
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
、

学
校
建
設
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
携

わ
る
な
ど
、
花
田
さ
ん
に
と
っ
て

こ
の
旅
が
大
き
な
経
験
と
な
っ
た

そ
う
。

　
社
会
人
に
な
り
、
当
時
の
経
験

を
振
り
返
っ
た
と
き
、
自
分
に
も

何
か
貢
献
で
き
る
こ
と
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
、
と
同
協
力
隊
に
応

募
し
ま
し
た
。
大
胆
な
部
分
も
あ

る
花
田
さ
ん
で
す
が「
帰
国
し
た

際
に
は
、
自
分
が
今
回
の
派
遣
で

学
ん
だ
こ
と
を
地
域
や
社
会
に
還

元
す
る
こ
と
が
責
務
だ
と
感
じ
て

い
る
」と
責
任
感
の
強
さ
を
の
ぞ

か
せ
ま
す
。「
ま
ず
は
、
現
地
の

人
と
笑
顔
で
楽
し
く
生
活
し
た

い
」と
、
ナ
ミ
ビ
ア
で
の
生
活
の

目
標
を
、
笑
顔
で
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。


	表紙
	出前トーク「市長と語る」平成30年度報告
	市からのお知らせ
	全国中学生人権作文コンテスト
	トピックス
	情報ひろば
	児童センター
	SNS、星の館、お誕生日おめでとう
	かすがのさすが

